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令和2年度決算 新型コロナ対策で大幅増 
一　般　質　問 

「下小口三丁目交差点　防犯カメラを」 
「GIGAスクール構想　プログラミング学習の取り組みは」 
「次世代自動車　普及促進への補助等は」　ほか 
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議会だより 議会だより 

～大口町に期待することは？～ 
　まちかどインタビューでは、毎号2人の住民の方から「大口町に期待すること」について一言を書
いていただき、その思い（または理由）を伺います。その内容については、住民の声として今後の議
会活動の参考にいたします。 

　子どもたちの登校と通勤ラッシュの時間帯が
重なって危険なので、子どもたちが交差点を安
全に渡れるように信号機を設置してほしいです。 

（Sさん　下小口地区） 

　子どもから高齢者まで全ての世代が参加しや
すく、災害時に自分の身を守れるような知識が
身につく防災訓練を開催してほしいです。 

（Sさん　河北地区） 

表紙の写真 

丹羽消防署の訓練の1コマ。 

住民の安心・安全を守るため、

様々な訓練に取り組まれて

いる姿を拝見させていただき、

心強く思いました。 

会議録が閲覧できます 
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

12月定例会予定 
11月30日（火） 提案説明 
12月 3日（金） 一般質問 
12月 6日（月） 一般質問 
12月 8日（水） 質疑 
12月 9日（木） 質疑・委員会付託 
12月13日（月） 総務建設常任委員会 
12月15日（水） 文教福祉常任委員会 
12月22日（水） 討論・採決 
※日程は、変更になる場合があります。 
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大口町議会 
ホームページ 
大口町議会 

ホームページ 

　新型コロナウイルス感染予防のため傍聴をご遠慮いただく可能性
があります。その際は、Youtubeの大口町議会公式チャンネルにて
生中継を行います（※町ホームページ⇒町議会⇒お知らせ）。 
　詳しくは議会事務局までお問い合わせください。 

12月定例会の傍聴について ※委員会を除く 

月
定

例
会
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会計区分 

歳入 

前年度比 

歳出 

前年度比 

一般会計 

124億 
3144万円 

26億 
6830万円 

121億 
7110万円 

29億 
475万円 

国際交流 

特　別　会　計 

144万円 

▲419万円 

144万円 

▲419万円 

国民 
健康保険 

19億 
3282万円 

▲4615万円 

18億 
8522万円 

▲7245万円 

後期高齢者 
医療 

3億 
4128万円 

4518万円 

3億 
3148万円 

3634万円 

介護保険 

12億 
2021万円 

5323万円 

12億 
1258万円 

4816万円 

公共下水道 
事業 

10億 
2547万円 

4939万円 

10億 
2547万円 

4939万円 

土地取得 

3492万円 

▲1億 
8060万円 

3478万円 

▲1億 
4582万円 

社本 
育英事業 

286万円 

▲329万円 

286万円 

▲329万円 

合計 

169億 
9045万円 

25億 
8187万円 

166億 
6493万円 

28億 
1289万円 

■会計別決算の状況 

町税 
54億2734万円 

（43.7%） 

繰入金 
4億8055万円 

（3.9%） 

諸収入等 
9億1072万円 

（7.3%） 

使用料及び 
手数料等 
1億119万円 
（0.8%） 

国・県支出金 
43億2065万円 

（34.7%） 

各種交付金等 
8億5510万円 

（6.9%） 

町債 
2億2500万円 

（1.8%） 

地方譲与税 
1億1089万円 

（0.9%） 

民生費 
54億7918万円 

（45.0%） 

土木費 
19億3677万円 

（15.9%） 

教育費 
13億398万円 
（10.7%） 

総務費 
12億6331万円 

（10.4%） 

衛生費 
10億6161万円 

（8.7%） 

消防費 
4億4507万円 

（3.7%） 

公債費 
2億1474万円 

（1.8%） 

商工費 
1億9088万円 

（1.5%） 

農業費 
1億4385万円 

（1.2%） 

議会費 
1億2866万円 

（1.1%） 

労働費 
305万円 

（0.0%） 

収
入
町
内
企
業
の
主
要
業
種
で
あ
る
製
造
業
が
低
調
で

あ
っ
た
た
め
、
法
人
町
民
税
が
前
年
度
に
比
べ
約
7
億

1
9
0
0
万
円
（
58
・
5
%
）
も
の
大
幅
減
と
な
り
ま
し

た
が
、
特
別
定
額
給
付
金
に
関
す
る
国
の
補
助
金
が
約
24

億
4
千
万
円
あ
っ
た
こ
と
な
ど
で
、
全
体
で
は
約
26
億
7

千
万
円
（
27
・
3
%
）
増
加
し
ま
し
た
。
 

支
出
民
生
費
が
特
別
定
額
給
付
金
の
支
給
で
約
24
億
円

（
78
・
2
%
）
と
大
幅
に
増
え
た
ほ
か
、
土
木
費
は
都
市

防
災
推
進
事
業
な
ど
で
約
5
億
6
千
万
円
（
40
・
2
%
）、

教
育
費
は
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
小
中
学
生
へ

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
な
ど
で
約
3
億
5
千
万
円
（
37
・
1
%
）

増
え
る
な
ど
、
全
体
で
は
約
29
億
円
（
31
・
3
%
）
増
加

し
ま
し
た
。 

一
般
会
計
決
算
の
概
要
 

新型コロナ 令和2年度決算 対策で大幅増 

9月定例会の概要 
9月定例会を9月1日から27日までの27日間の会期で開催しました。 

○町提出（9議案、2同意、1認定）　令和3年度一般会計補正予算（第5号）など 

　【全会一致で可決】令和3年度一般会計補正予算（第5号）ほか6議案、2同意 

【賛成多数で可決・認定】大口町特定個人情報保護条例の一部改正についてほか1議案、1認定 

※賛否の分かれた議案の詳細については、7ぺージをご覧ください。 

○委員会提出（1議案） 

　【全会一致で可決】大口町議会会議規則の一部改正について 

○議員提出（4議案） 

　【全会一致で可決】地方財政の拡充を求める意見書提出についてほか3議案 

○請願　審議の結果　【採択】1件（8ページ） 

○一般質問　6人の議員が町政全般にわたり質問しました（10～15ページ） 

121億 

7110万円 

支出（歳出） 

124億 

3144万円 

収入（歳入） 
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7110万円 
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3144万円 

収入（歳入） 

121億 

7110万円 

支出（歳出） 

124億 

3144万円 

収入（歳入） 

高齢者・障がい者福祉や 
保育園、児童手当などに 
かかったお金 

小中学校や 
生涯学習施設の 
管理にかかったお金 

庁舎管理や 
コミュニティバスの 
運行にかかったお金 

道路や公園の 
整備・維持管理に 
かかったお金 

自主財源 
町で 

集めたお金 

依存財源 
国や県などに 
頼ったお金 

※端数調整のため、合計が一致しない場合があります。 
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2989万円 

5億 
1085万円 
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問 □ 

答 □ 

問 □ 答 □ 
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0

2000

4000

6000

控除された税金 

ふるさと寄附の状況（単位：万円） 

ふるさと寄附金 

4800
3800

再
就
職
先
が
前
職
の
情

報
を
取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で

き
る
と
、
強
制
的
な
同
意
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。
 

　
個
人
情
報
の
内
容
を
分
か

ら
ず
に
同
意
せ
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
こ

と
を
危
惧
す
る
が
、
そ
こ
ら

へ
ん
は
ど
う
な
の
か
。
 

健
康
保
険
や
源
泉
徴
収

等
、
手
続
き
上
必
要
な
事
務

に
限
定
し
て
情
報
の
提
供
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の

法
改
正
。
 

　
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
は

強
制
的
な
同
意
を
求
め
る
も

の
で
は
な
い
。
 

質疑
あれこれ
本会議での議案質疑及び総
務建設、文教福祉の各常任
委員会での主な質疑を掲載し
ます。 

質疑
あれこれ

特
別
定
額
給
付
金
給
付

事
業
補
助
金
24
億
2
6
8
0

万
円
の
積
算
根
拠
は
。
 

 基
準
日
に
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
た
2
万
4
3
 

0
3
人
分
の
う
ち
、
申
請
の

あ
っ
た
2
万
4
2
6
8
人
分

と
事
務
経
費
分
。
 

 

商
品
券
を
買
い
た
く
て

も
買
え
な
い
人
が
い
る
が
、

そ
の
よ
う
な
人
に
で
も
買
え

る
よ
う
な
仕
組
み
は
で
き
な

い
か
。
 

 こ
の
事
業
は
町
内
店
舗

の
売
り
上
げ
の
増
加
等
に
よ

る
地
域
経
済
の
活
性
化
対
策

と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
 

　
昨
年
か
ら
1
冊
の
最
低
購

入
価
格
を
5
千
円
に
下
げ
、

購
入
し
や
す
く
し
た
。
 

　
質
問
の
件
は
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。
 

今
年
度
か
ら
医
療
費
助

成
事
業
に
よ
り
高
校
卒
業
ま

で
入
院
は
無
料
に
な
っ
た
。

通
院
も
無
料
に
す
る
考
え
は
。
 

 通
院
も
無
料
に
す
る
に

は
、
約
2
千
万
円
程
度
必
要

に
な
る
と
試
算
し
て
お
り
、

財
源
の
問
題
が
あ
る
。
 

民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
対
す
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
の
参
加
状
況
は
。
 

 委
員
全
員
が
参
加
。
 

民
生
委
員
協
議
会
活
動

費
の
使
途
は
。
 

 ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
で
き

る
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

購
入
し
、
高
齢
者
施
設
、
児

童
施
設
、
児
童
セ
ン
タ
ー
等

に
配
布
し
た
。
 

 敬
老
事
業
の
祝
い
金
は

以
前
の
よ
う
に
75
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
5
千
円
配
り
、

高
齢
者
を
励
ま
す
事
業
に
す

べ
き
で
は
。
 

 高
齢
者
が
増
加
す
る
中
、

高
齢
者
施
策
を
充
実
さ
せ
る

た
め
に
制
度
を
見
直
し
た
。
 

　
そ
の
財
源
は
配
食
サ
ー
ビ

ス
や
タ
ク
シ
ー
助
成
等
の
事

業
継
続
の
た
め
に
充
て
て
い

る
。
 

元
気
商
店
街
推
進
事
業

費
補
助
金
の
概
要
は
。
 

 プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

割
り
増
し
分
30
%
に
対
す
る

県
の
補
助
金
。
 

ふ
る
さ
と
寄
附
の
差
し

引
き
の
状
況
は
。
 

 収
入
と
し
て
は
約
3
8
 

0
0
万
円
あ
り
、
2
年
度
中

に
住
民
が
行
っ
た
ふ
る
さ
と

寄
附
に
対
す
る
控
除
が
約

4
8
0
0
万
円
。
単
純
に
差

し
引
き
す
る
と
約
1
千
万
円

の
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
。
 

※
返
礼
品
の
購
入
費
等
を
含

ん
で
い
な
い
た
め
、
実
際

の
減
収
額
は
さ
ら
に
増
え

ま
す
。
 

教
育
支
援
体
制
整
備
事

業
費
補
助
金
（
い
じ
め
対
策

不
登
校
支
援
）
の
内
容
は
。
 

 児
童
生
徒
や
保
護
者
か

ら
相
談
を
受
け
る
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
対

す
る
補
助
金
。
相
談
内
容
は
、

不
登
校
、
友
人
関
係
、
発
達

障
害
、
家
庭
環
境
、
非
行
と

い
っ
た
様
々
な
も
の
が
あ
る
。
 

　
昨
年
度
の
相
談
者
は
39
人

で
延
べ
6
5
6
件
の
相
談
を

受
け
た
。
 

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

が
約
4
億
6
千
万
円
あ
る
。

法
人
町
民
税
が
減
収
す
る
状

況
の
中
で
財
政
調
整
基
金
は

い
つ
ま
で
持
つ
の
か
。
 

 今
年
度
末
の
残
高
は
23

億
3
千
万
円
に
な
る
見
込
み
。
 

　
今
年
度
か
ら
法
人
町
民
税

の
収
入
が
5
億
円
を
超
え
た

分
は
基
金
に
積
み
立
て
、
そ

れ
を
下
回
っ
た
場
合
は
繰
り

入
れ
る
と
い
う
運
用
に
し
た
。

仮
に
半
分
に
な
っ
た
と
し
て
、

8
年
か
ら
10
年
は
持
ち
こ
た

え
ら
れ
る
。
 

廃
油
売
払
い
収
入
に
つ

い
て
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
廃

油
は
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
か
。
 

 揚
げ
物
は
週
1
〜
2
回

提
供
し
、
油
は
月
1
回
交
換
。
 

　
売
払
い
は
昨
年
度
か
ら
実

施
し
、
6
月
か
ら
3
月
ま
で

で
、
1
6
3
8
リ
ッ
ト
ル
販

売
し
た
。
 

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況

は
。
  今

年
4
月
か
ら
7
月
ま

で
で
、
住
民
票
の
写
し
は

1
8
0
件
、
印
鑑
登
録
証
明

は
97
件
の
利
用
が
あ
っ
た
。
 

 

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
に
よ
る
事
業
者

向
け
の
補
助
金
に
つ
い
て
情

報
は
あ
る
か
。
 

 情
報
は
得
て
お
り
、
町

の
予
算
で
該
当
す
る
も
の
が

あ
れ
ば
申
請
す
る
。
 

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、

企
業
立
地
に
よ
る
費
用
対
効

果
の
状
況
は
。
 

 固
定
資
産
税
は
、
企
業

誘
致
に
取
り
組
む
前
の
平
成

24
年
度
と
比
較
し
て
全
体
で

約
4
億
9
千
万
円
増
加
し
た
。

こ
の
う
ち
、
約
7
割
が
企
業

誘
致
施
策
の
分
と
考
え
て
い

る
。
 

地
方
消
費
税
交
付
金
は

昨
年
度
に
比
べ
約
1
億
円
増

え
た
。
そ
の
増
収
分
は
、
新

た
な
社
会
保
障
の
財
源
に
使

う
べ
き
だ
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
 

 国
は
消
費
税
の
増
税
分

を
少
子
化
対
策
等
の
社
会
保

障
施
策
経
費
に
充
て
る
と
い

う
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
そ

の
経
費
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
増
収
分
で
補
う
こ
と
が

で
き
な
い
。
 

　
交
付
金
は
増
え
た
が
、
同

時
期
に
法
人
町
民
税
の
税
率

が
引
き
下
げ
ら
れ
、
本
町
の

収
入
全
体
は
減
っ
て
い
る
。
 

　
ま
た
支
出
も
消
費
税
増
税

に
よ
り
増
え
た
た
め
、
交
付

金
の
増
収
分
で
新
た
な
事
業

を
行
う
の
は
困
難
。
 

ふるさと寄附制度で 
1千万円税収が減少！ 

条
例
の
改
正
 

個
人
番
号
連
携
範
囲
の
拡
大
 

（
個
人
情
報
保
護
条
例
一
部
改
正
）
 

　
転
職
時
に
従
業
員
本
人
の
同
意
を
得
ら
れ
れ
ば
、事
業
者

間
で
特
定
個
人
情
報
の
提
供
が
で
き
る
規
定
が
法
律
に
追
加

さ
れ
た
。こ
れ
に
よ
り
条
例
が
引
用
す
る
条
文
の
番
号
が
変

わ
っ
た
た
め
、そ
の
番
号
を
改
正
す
る
も
の
。 

　
主
な
内
容
は
、歳
出
で
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
関
連
、町
道
整
備
、

及
び
令
和
2
年
度
事
業
の
精
算
に
よ
る
国
庫
補
助
金
返
還
等

に
関
連
す
る
費
用
を
計
上
。ま
た
、歳
入
で
は
固
定
資
産
税
の

増
収
見
込
み
分
約
7
千
万
円
等
を
計
上
。 

　
議
会
が
認
め
た
予
算
が
適
正
に
収
入
さ
れ
、支
出
が
さ
れ

た
の
か
ど
う
か
、ま
た
、そ
の
事
業
に
よ
る
効
果
が
ど
う
だ
っ

た
か
な
ど
を
審
査
し
ま
す
。 

補
正
予
算
 

約
1
億
を
増
額
補
正
 

（
一
般
会
計
補
正
 

第
5
号
）
 

決
算
認
定
 

〈
歳
　
　
入
〉 

〈
歳
　
　
出
〉 

【
民
生
費
】 
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6000

控除された税金 

ふるさと寄附の状況（単位：万円） 

ふるさと寄附金 

4800
3800

再
就
職
先
が
前
職
の
情

報
を
取
り
寄
せ
る
こ
と
が
で

き
る
と
、
強
制
的
な
同
意
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。
 

　
個
人
情
報
の
内
容
を
分
か

ら
ず
に
同
意
せ
ざ
る
を
得
な

い
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
こ

と
を
危
惧
す
る
が
、
そ
こ
ら

へ
ん
は
ど
う
な
の
か
。
 

健
康
保
険
や
源
泉
徴
収

等
、
手
続
き
上
必
要
な
事
務

に
限
定
し
て
情
報
の
提
供
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の

法
改
正
。
 

　
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
は

強
制
的
な
同
意
を
求
め
る
も

の
で
は
な
い
。
 

質疑
あれこれ
本会議での議案質疑及び総
務建設、文教福祉の各常任
委員会での主な質疑を掲載し
ます。 

質疑
あれこれ

特
別
定
額
給
付
金
給
付

事
業
補
助
金
24
億
2
6
8
0

万
円
の
積
算
根
拠
は
。
 

 基
準
日
に
住
民
基
本
台

帳
に
登
録
さ
れ
た
2
万
4
3
 

0
3
人
分
の
う
ち
、
申
請
の

あ
っ
た
2
万
4
2
6
8
人
分

と
事
務
経
費
分
。
 

 

商
品
券
を
買
い
た
く
て

も
買
え
な
い
人
が
い
る
が
、

そ
の
よ
う
な
人
に
で
も
買
え

る
よ
う
な
仕
組
み
は
で
き
な

い
か
。
 

 こ
の
事
業
は
町
内
店
舗

の
売
り
上
げ
の
増
加
等
に
よ

る
地
域
経
済
の
活
性
化
対
策

と
し
て
実
施
し
て
い
る
。
 

　
昨
年
か
ら
1
冊
の
最
低
購

入
価
格
を
5
千
円
に
下
げ
、

購
入
し
や
す
く
し
た
。
 

　
質
問
の
件
は
今
後
検
討
し

て
い
き
た
い
。
 

今
年
度
か
ら
医
療
費
助

成
事
業
に
よ
り
高
校
卒
業
ま

で
入
院
は
無
料
に
な
っ
た
。

通
院
も
無
料
に
す
る
考
え
は
。
 

 通
院
も
無
料
に
す
る
に

は
、
約
2
千
万
円
程
度
必
要

に
な
る
と
試
算
し
て
お
り
、

財
源
の
問
題
が
あ
る
。
 

民
生
委
員
・
児
童
委
員

に
対
す
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
の
参
加
状
況
は
。
 

 委
員
全
員
が
参
加
。
 

民
生
委
員
協
議
会
活
動

費
の
使
途
は
。
 

 ア
ル
コ
ー
ル
除
菌
で
き

る
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を

購
入
し
、
高
齢
者
施
設
、
児

童
施
設
、
児
童
セ
ン
タ
ー
等

に
配
布
し
た
。
 

 敬
老
事
業
の
祝
い
金
は

以
前
の
よ
う
に
75
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
5
千
円
配
り
、

高
齢
者
を
励
ま
す
事
業
に
す

べ
き
で
は
。
 

 高
齢
者
が
増
加
す
る
中
、

高
齢
者
施
策
を
充
実
さ
せ
る

た
め
に
制
度
を
見
直
し
た
。
 

　
そ
の
財
源
は
配
食
サ
ー
ビ

ス
や
タ
ク
シ
ー
助
成
等
の
事

業
継
続
の
た
め
に
充
て
て
い

る
。
 

元
気
商
店
街
推
進
事
業

費
補
助
金
の
概
要
は
。
 

 プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

割
り
増
し
分
30
%
に
対
す
る

県
の
補
助
金
。
 

ふ
る
さ
と
寄
附
の
差
し

引
き
の
状
況
は
。
 

 収
入
と
し
て
は
約
3
8
 

0
0
万
円
あ
り
、
2
年
度
中

に
住
民
が
行
っ
た
ふ
る
さ
と

寄
附
に
対
す
る
控
除
が
約

4
8
0
0
万
円
。
単
純
に
差

し
引
き
す
る
と
約
1
千
万
円

の
マ
イ
ナ
ス
に
な
る
。
 

※
返
礼
品
の
購
入
費
等
を
含

ん
で
い
な
い
た
め
、
実
際

の
減
収
額
は
さ
ら
に
増
え

ま
す
。
 

教
育
支
援
体
制
整
備
事

業
費
補
助
金
（
い
じ
め
対
策

不
登
校
支
援
）
の
内
容
は
。
 

 児
童
生
徒
や
保
護
者
か

ら
相
談
を
受
け
る
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
対

す
る
補
助
金
。
相
談
内
容
は
、

不
登
校
、
友
人
関
係
、
発
達

障
害
、
家
庭
環
境
、
非
行
と

い
っ
た
様
々
な
も
の
が
あ
る
。
 

　
昨
年
度
の
相
談
者
は
39
人

で
延
べ
6
5
6
件
の
相
談
を

受
け
た
。
 

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

が
約
4
億
6
千
万
円
あ
る
。

法
人
町
民
税
が
減
収
す
る
状

況
の
中
で
財
政
調
整
基
金
は

い
つ
ま
で
持
つ
の
か
。
 

 今
年
度
末
の
残
高
は
23

億
3
千
万
円
に
な
る
見
込
み
。
 

　
今
年
度
か
ら
法
人
町
民
税

の
収
入
が
5
億
円
を
超
え
た

分
は
基
金
に
積
み
立
て
、
そ

れ
を
下
回
っ
た
場
合
は
繰
り

入
れ
る
と
い
う
運
用
に
し
た
。

仮
に
半
分
に
な
っ
た
と
し
て
、

8
年
か
ら
10
年
は
持
ち
こ
た

え
ら
れ
る
。
 

廃
油
売
払
い
収
入
に
つ

い
て
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
廃

油
は
ど
れ
ほ
ど
あ
る
の
か
。
 

 揚
げ
物
は
週
1
〜
2
回

提
供
し
、
油
は
月
1
回
交
換
。
 

　
売
払
い
は
昨
年
度
か
ら
実

施
し
、
6
月
か
ら
3
月
ま
で

で
、
1
6
3
8
リ
ッ
ト
ル
販

売
し
た
。
 

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ

交
付
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況

は
。
  今

年
4
月
か
ら
7
月
ま

で
で
、
住
民
票
の
写
し
は

1
8
0
件
、
印
鑑
登
録
証
明

は
97
件
の
利
用
が
あ
っ
た
。
 

 

国
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
に
よ
る
事
業
者

向
け
の
補
助
金
に
つ
い
て
情

報
は
あ
る
か
。
 

 情
報
は
得
て
お
り
、
町

の
予
算
で
該
当
す
る
も
の
が

あ
れ
ば
申
請
す
る
。
 

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
、

企
業
立
地
に
よ
る
費
用
対
効

果
の
状
況
は
。
 

 固
定
資
産
税
は
、
企
業

誘
致
に
取
り
組
む
前
の
平
成

24
年
度
と
比
較
し
て
全
体
で

約
4
億
9
千
万
円
増
加
し
た
。

こ
の
う
ち
、
約
7
割
が
企
業

誘
致
施
策
の
分
と
考
え
て
い

る
。
 

地
方
消
費
税
交
付
金
は

昨
年
度
に
比
べ
約
1
億
円
増

え
た
。
そ
の
増
収
分
は
、
新

た
な
社
会
保
障
の
財
源
に
使

う
べ
き
だ
と
思
う
が
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
 

 国
は
消
費
税
の
増
税
分

を
少
子
化
対
策
等
の
社
会
保

障
施
策
経
費
に
充
て
る
と
い

う
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
そ

の
経
費
は
年
々
増
加
し
て
お

り
、
増
収
分
で
補
う
こ
と
が

で
き
な
い
。
 

　
交
付
金
は
増
え
た
が
、
同

時
期
に
法
人
町
民
税
の
税
率

が
引
き
下
げ
ら
れ
、
本
町
の

収
入
全
体
は
減
っ
て
い
る
。
 

　
ま
た
支
出
も
消
費
税
増
税

に
よ
り
増
え
た
た
め
、
交
付

金
の
増
収
分
で
新
た
な
事
業

を
行
う
の
は
困
難
。
 

ふるさと寄附制度で 
1千万円税収が減少！ 

条
例
の
改
正
 

個
人
番
号
連
携
範
囲
の
拡
大
 

（
個
人
情
報
保
護
条
例
一
部
改
正
）
 

　
転
職
時
に
従
業
員
本
人
の
同
意
を
得
ら
れ
れ
ば
、事
業
者

間
で
特
定
個
人
情
報
の
提
供
が
で
き
る
規
定
が
法
律
に
追
加

さ
れ
た
。こ
れ
に
よ
り
条
例
が
引
用
す
る
条
文
の
番
号
が
変

わ
っ
た
た
め
、そ
の
番
号
を
改
正
す
る
も
の
。 

　
主
な
内
容
は
、歳
出
で
新
型
コ
ロ
ナ
対
応
関
連
、町
道
整
備
、

及
び
令
和
2
年
度
事
業
の
精
算
に
よ
る
国
庫
補
助
金
返
還
等

に
関
連
す
る
費
用
を
計
上
。ま
た
、歳
入
で
は
固
定
資
産
税
の

増
収
見
込
み
分
約
7
千
万
円
等
を
計
上
。 

　
議
会
が
認
め
た
予
算
が
適
正
に
収
入
さ
れ
、支
出
が
さ
れ

た
の
か
ど
う
か
、ま
た
、そ
の
事
業
に
よ
る
効
果
が
ど
う
だ
っ

た
か
な
ど
を
審
査
し
ま
す
。 

補
正
予
算
 

約
1
億
を
増
額
補
正
 

（
一
般
会
計
補
正
 

第
5
号
）
 

決
算
認
定
 

〈
歳
　
　
入
〉 

〈
歳
　
　
出
〉 

【
民
生
費
】 
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問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 
問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

定例会で賛否の分かれた議案 定例会で賛否の分かれた議案 定例会で賛否の分かれた議案 
児
童
ク
ラ
ブ
も
小
学
校

の
35
人
学
級
の
よ
う
に
少
人

数
の
体
制
が
取
れ
な
い
か
。
 

 少
人
数
の
体
制
を
取
る

た
め
の
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
に

な
る
が
、
そ
の
確
保
が
難
し

い
。
 

　
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討

し
た
い
。
 

豊
田
地
区
の
有
機
資
源

保
管
所
の
地
盤
面
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
で
整
備
で
き
な
い

か
。
  集

ま
っ
た
有
機
資
源
を

搬
出
す
る
た
め
の
運
搬
車
の

重
量
に
耐
え
る
必
要
が
あ
り
、

8
0
0
万
円
ほ
ど
の
費
用
が

掛
か
る
。
 

　
金
額
的
に
す
ぐ
に
整
備
で

き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
必

要
性
は
認
識
し
て
い
る
た
め

実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し
た

い
。
 

有
機
資
源
保
管
所
の
利

用
者
は
増
え
て
い
る
か
。
 

 二
ツ
屋
地
区
は
年
々
増

加
し
て
い
る
が
、
豊
田
地
区

は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て

い
る
。
 

空
き
家
対
策
補
助
金
の

内
容
は
。
 

 空
き
家
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
て
使
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
す
る
も
の
。
 

合
瀬
川
の
拡
幅
工
事
に

関
す
る
用
地
買
収
の
状
況
は
。
 

 概
ね
70
%
完
了
し
て
い

る
。
残
る
用
地
も
県
と
と
も

に
物
件
補
償
等
の
調
整
を
進

め
な
が
ら
、
来
年
度
以
降
も

引
き
続
き
進
め
て
い
け
る
と

考
え
て
い
る
。
 

地
域
防
災
計
画
と
の
違

い
は
。
 

 国
土
強
靭
化
地
域
計
画

は
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
を
示
し
、
防
災
計
画

は
個
別
具
体
的
対
策
を
取
り

ま
と
め
た
も
の
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
。
 

国
土
強
靭
化
地
域
計
画

策
定
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、

こ
の
計
画
の
概
要
は
。
 

 大
規
模
自
然
災
害
が
発

生
し
て
も
人
命
を
守
り
、
経

済
社
会
が
致
命
的
な
被
害
を

負
わ
な
い
強
さ
と
、
速
や
か

に
回
復
す
る
し
な
や
か
さ
を

持
っ
た
安
全
・
安
心
な
国
土
、

地
域
、
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム

を
平
時
か
ら
構
築
す
る
強
靱

な
地
域
を
作
り
あ
げ
る
た
め

の
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
。
長

期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
を
示
す
も
の
。
 

上
小
口
西
児
童
遊
園
防

草
工
事
費
の
内
容
は
。
 

 グ
ラ
ウ
ン
ド
部
分
の
土

を
草
の
生
え
に
く
い
も
の
に

変
え
、
周
辺
は
保
水
機
能
を

持
た
せ
た
植
栽
に
し
た
。
 

木
造
住
宅
除
却
は
何
件

あ
っ
た
の
か
。
 

 耐
震
性
の
な
い
木
造
住

宅
の
除
却
と
い
う
こ
と
で
、

2
件
の
申
請
が
あ
っ
た
。
 

地盤面の整備が待たれる豊田地区の有機資源保管所 

改修後の児童遊園 

拡幅工事が進められている合瀬川 

○町提出（2議案）いずれも全会一致で可決 
・令和3年度大口町一般会計補正予算（第4号） 
　大口町工業クラブが実施する新型コロナワクチン職域接種費用の貸付金及び返還金等を計上。 
・道路改良工事の請負契約について（町道小口線） 
　入札の結果、契約金額が法律等により議会の承認を得ることが必要となったことによるもの。 

7月臨時会（7月26日開催）の概要 

①

②

③ 

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

（○＝賛成、×＝反対）※議長は裁決に加わらないため空欄 

監
視
社
会
の
始
ま
り
に
反
対
 

①
特
定
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正
 

③
令
和
2
年
度
 

　
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
 

江
幡
満
世
志
 

　
デ
ジ
タ
ル
庁
の
発
足
で
所

管
が
「
総
務
大
臣
」
か
ら
「
内

閣
総
理
大
臣
」
に
改
め
ら
れ
、

他
省
庁
を
傘
下
に
置
く
こ
と

や
、
シ
ス
テ
ム
開
発
等
に
民

間
企
業
の
人
材
を
登
用
す
る

こ
と
が
問
題
。
 

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
活
用
方
法
等
の
内
容
が
明

ら
か
で
な
い
。
 

　
こ
れ
ら
は
全
く
の
別
物
で

あ
り
、
制
度
そ
の
も
の
は
住

民
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
る

の
で
賛
同
す
る
が
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用
方
法

等
に
つ
い
て
は
国
や
民
間
企

業
の
個
人
情
報
保
護
に
つ
い

て
不
安
が
あ
る
。
 

　
デ
ジ
タ
ル
庁
の
発
足
で
、

今
後
、
国
が
全
て
の
個
人
情

報
を
掌
握
し
、
紐
付
け
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
、
監
視
社
会

の
始
ま
り
が
危
惧
さ
れ
る
。
 

　
以
上
の
点
か
ら
反
対
。
 

反
対
 

転
職
時
の
負
担
軽
減
に
効
果
 

江
口
昌
史
 

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、

国
や
自
治
体
が
保
有
す
る
個

人
の
情
報
が
同
一
人
の
も
の

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ

と
で
、
効
率
的
な
行
政
運
営

に
役
立
っ
て
い
る
。
 

　
今
回
の
改
正
は
、
条
例
の

元
と
な
る
法
律
の
改
正
に
よ

り
、
従
業
員
が
転
職
し
た
際

に
、
本
人
の
同
意
を
得
て
以

前
の
勤
め
先
か
ら
個
人
番
号

を
含
む
社
会
保
障
等
の
個
人

情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
規
定
が
新
た
に
追
加
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。
 

　
多
様
な
働
き
方
が
あ
る
現

代
社
会
に
お
い
て
、
住
民
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
改

正
で
あ
る
た
め
賛
成
。
 

賛
成
 

社
会
保
障
施
策
の
充
実
を
！
 

江
幡
満
世
志
 

　
地
方
消
費
税
交
付
金
は
消

費
税
率
の
10
%
引
き
上
げ
に

伴
い
増
え
た
。
そ
の
増
収
分

は
社
会
保
障
施
策
に
使
う
も

の
で
あ
る
が
、
新
規
の
事
業

で
は
な
く
、
既
存
の
事
業
の

財
源
に
使
わ
れ
て
い
る
。
 

　
こ
れ
を
使
え
ば
、
高
校
卒

業
ま
で
の
通
院
医
療
費
の
無

償
化
（
入
院
費
は
3
年
度
か

ら
無
償
化
）、
敬
老
祝
い
金

の
復
活
、
学
校
給
食
費
の
無

償
化
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
 

　
法
人
町
民
税
の
減
収
で
従

来
の
社
会
保
障
施
策
の
財
源

に
回
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
基
金
の

活
用
で
対
応
で
き
る
と
思
う
。
 

　
ま
た
、
自
立
と
共
助
の
ま

ち
づ
く
り
と
言
い
な
が
ら
、

地
域
自
治
組
織
で
高
齢
者
福

祉
施
策
の
担
い
手
の
育
成
を

目
論
ん
で
い
る
点
、
国
保
特

別
会
計
は
国
の
制
度
上
の
問

題
が
多
い
こ
と
な
ど
も
あ
り
、

決
算
の
認
定
に
は
反
対
。
 

反
対
 

重
要
施
策
に
重
点
投
資
 

江
口
昌
史
 

　
2
年
度
決
算
の
内
容
は
、

コ
ロ
ナ
対
策
関
連
経
費
を
は

じ
め
、
都
市
防
災
総
合
推
進

事
業
、
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル

構
想
に
伴
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

等
の
環
境
整
備
等
、
い
ず
れ

も
、
福
祉
、
防
災
、
教
育
の

向
上
に
欠
か
せ
な
い
も
の
ば

か
り
。
 

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
が
見

通
せ
な
い
中
、
本
町
の
主
要

産
業
で
あ
る
製
造
業
は
前
年

よ
り
低
調
で
あ
り
、
町
内
事

業
者
に
と
っ
て
は
、
今
後
も

厳
し
い
経
営
環
境
が
続
く
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。
 

　
今
後
も
一
層
の
企
業
支
援

施
策
を
展
開
し
、
一
昨
年
10

月
に
行
わ
れ
た
法
人
町
民
税

法
人
税
割
の
税
率
が
下
げ
ら

れ
た
こ
と
に
よ
る
影
響
を
減

ら
す
た
め
に
も
、
引
き
続
き

最
小
限
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
あ
げ
る
こ
と
を
要
望
し
、

決
算
の
認
定
に
賛
成
。
 

賛
成
 

②
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
 

①
と
同
趣
旨
の
た
め
省
略
。
 

江
幡
満
世
志
 

江
口
昌
史
 

反
対
 

賛
成
 

特定個人情報保護条例の一部改正 

個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正 

令和2年度大口町一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定 

吉
田
 

江
幡
 

佐
名
 

近
藤
 

江
口
 

船
戸
 

酒
井
 

岡
 

大
竹
 

伊
藤
 

丹
羽
孝
 

丹
羽
勉
 

齊
木
 

倉
知
 

議　案　等　名　称 

賛否が分かれた議案の討論要旨は次のとおりです 

【
衛
生
費
】 

【
土
木
費
】 

【
消
防
費
】 
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問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 答 □ 

定例会で賛否の分かれた議案 定例会で賛否の分かれた議案 定例会で賛否の分かれた議案 
児
童
ク
ラ
ブ
も
小
学
校

の
35
人
学
級
の
よ
う
に
少
人

数
の
体
制
が
取
れ
な
い
か
。
 

 少
人
数
の
体
制
を
取
る

た
め
の
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
に

な
る
が
、
そ
の
確
保
が
難
し

い
。
 

　
今
後
の
課
題
と
し
て
検
討

し
た
い
。
 

豊
田
地
区
の
有
機
資
源

保
管
所
の
地
盤
面
を
コ
ン
ク

リ
ー
ト
等
で
整
備
で
き
な
い

か
。
  集

ま
っ
た
有
機
資
源
を

搬
出
す
る
た
め
の
運
搬
車
の

重
量
に
耐
え
る
必
要
が
あ
り
、

8
0
0
万
円
ほ
ど
の
費
用
が

掛
か
る
。
 

　
金
額
的
に
す
ぐ
に
整
備
で

き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
必

要
性
は
認
識
し
て
い
る
た
め

実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し
た

い
。
 

有
機
資
源
保
管
所
の
利

用
者
は
増
え
て
い
る
か
。
 

 二
ツ
屋
地
区
は
年
々
増

加
し
て
い
る
が
、
豊
田
地
区

は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
て

い
る
。
 

空
き
家
対
策
補
助
金
の

内
容
は
。
 

 空
き
家
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
て
使
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
す
る
も
の
。
 

合
瀬
川
の
拡
幅
工
事
に

関
す
る
用
地
買
収
の
状
況
は
。
 

 概
ね
70
%
完
了
し
て
い

る
。
残
る
用
地
も
県
と
と
も

に
物
件
補
償
等
の
調
整
を
進

め
な
が
ら
、
来
年
度
以
降
も

引
き
続
き
進
め
て
い
け
る
と

考
え
て
い
る
。
 

地
域
防
災
計
画
と
の
違

い
は
。
 

 国
土
強
靭
化
地
域
計
画

は
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

方
向
性
を
示
し
、
防
災
計
画

は
個
別
具
体
的
対
策
を
取
り

ま
と
め
た
も
の
と
い
う
イ
メ

ー
ジ
。
 

国
土
強
靭
化
地
域
計
画

策
定
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、

こ
の
計
画
の
概
要
は
。
 

 大
規
模
自
然
災
害
が
発

生
し
て
も
人
命
を
守
り
、
経

済
社
会
が
致
命
的
な
被
害
を

負
わ
な
い
強
さ
と
、
速
や
か

に
回
復
す
る
し
な
や
か
さ
を

持
っ
た
安
全
・
安
心
な
国
土
、

地
域
、
経
済
社
会
シ
ス
テ
ム

を
平
時
か
ら
構
築
す
る
強
靱

な
地
域
を
作
り
あ
げ
る
た
め

の
ま
ち
づ
く
り
の
計
画
。
長

期
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
方
向

性
を
示
す
も
の
。
 

上
小
口
西
児
童
遊
園
防

草
工
事
費
の
内
容
は
。
 

 グ
ラ
ウ
ン
ド
部
分
の
土

を
草
の
生
え
に
く
い
も
の
に

変
え
、
周
辺
は
保
水
機
能
を

持
た
せ
た
植
栽
に
し
た
。
 

木
造
住
宅
除
却
は
何
件

あ
っ
た
の
か
。
 

 耐
震
性
の
な
い
木
造
住

宅
の
除
却
と
い
う
こ
と
で
、

2
件
の
申
請
が
あ
っ
た
。
 

地盤面の整備が待たれる豊田地区の有機資源保管所 

改修後の児童遊園 

拡幅工事が進められている合瀬川 

○町提出（2議案）いずれも全会一致で可決 
・令和3年度大口町一般会計補正予算（第4号） 
　大口町工業クラブが実施する新型コロナワクチン職域接種費用の貸付金及び返還金等を計上。 
・道路改良工事の請負契約について（町道小口線） 
　入札の結果、契約金額が法律等により議会の承認を得ることが必要となったことによるもの。 

7月臨時会（7月26日開催）の概要 

①

②

③ 

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

（○＝賛成、×＝反対）※議長は裁決に加わらないため空欄 

監
視
社
会
の
始
ま
り
に
反
対
 

①
特
定
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正
 

③
令
和
2
年
度
 

　
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
 

江
幡
満
世
志
 

　
デ
ジ
タ
ル
庁
の
発
足
で
所

管
が
「
総
務
大
臣
」
か
ら
「
内

閣
総
理
大
臣
」
に
改
め
ら
れ
、

他
省
庁
を
傘
下
に
置
く
こ
と

や
、
シ
ス
テ
ム
開
発
等
に
民

間
企
業
の
人
材
を
登
用
す
る

こ
と
が
問
題
。
 

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
活
用
方
法
等
の
内
容
が
明

ら
か
で
な
い
。
 

　
こ
れ
ら
は
全
く
の
別
物
で

あ
り
、
制
度
そ
の
も
の
は
住

民
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
る

の
で
賛
同
す
る
が
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用
方
法

等
に
つ
い
て
は
国
や
民
間
企

業
の
個
人
情
報
保
護
に
つ
い

て
不
安
が
あ
る
。
 

　
デ
ジ
タ
ル
庁
の
発
足
で
、

今
後
、
国
が
全
て
の
個
人
情

報
を
掌
握
し
、
紐
付
け
る
こ

と
も
予
想
さ
れ
、
監
視
社
会

の
始
ま
り
が
危
惧
さ
れ
る
。
 

　
以
上
の
点
か
ら
反
対
。
 

反
対
 

転
職
時
の
負
担
軽
減
に
効
果
 

江
口
昌
史
 

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、

国
や
自
治
体
が
保
有
す
る
個

人
の
情
報
が
同
一
人
の
も
の

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ

と
で
、
効
率
的
な
行
政
運
営

に
役
立
っ
て
い
る
。
 

　
今
回
の
改
正
は
、
条
例
の

元
と
な
る
法
律
の
改
正
に
よ

り
、
従
業
員
が
転
職
し
た
際

に
、
本
人
の
同
意
を
得
て
以

前
の
勤
め
先
か
ら
個
人
番
号

を
含
む
社
会
保
障
等
の
個
人

情
報
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
る
規
定
が
新
た
に
追
加
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。
 

　
多
様
な
働
き
方
が
あ
る
現

代
社
会
に
お
い
て
、
住
民
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
改

正
で
あ
る
た
め
賛
成
。
 

賛
成
 

社
会
保
障
施
策
の
充
実
を
！
 

江
幡
満
世
志
 

　
地
方
消
費
税
交
付
金
は
消

費
税
率
の
10
%
引
き
上
げ
に

伴
い
増
え
た
。
そ
の
増
収
分

は
社
会
保
障
施
策
に
使
う
も

の
で
あ
る
が
、
新
規
の
事
業

で
は
な
く
、
既
存
の
事
業
の

財
源
に
使
わ
れ
て
い
る
。
 

　
こ
れ
を
使
え
ば
、
高
校
卒

業
ま
で
の
通
院
医
療
費
の
無

償
化
（
入
院
費
は
3
年
度
か

ら
無
償
化
）、
敬
老
祝
い
金

の
復
活
、
学
校
給
食
費
の
無

償
化
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
。
 

　
法
人
町
民
税
の
減
収
で
従

来
の
社
会
保
障
施
策
の
財
源

に
回
さ
ざ
る
を
得
な
い
と
の

こ
と
だ
が
、
そ
れ
は
基
金
の

活
用
で
対
応
で
き
る
と
思
う
。
 

　
ま
た
、
自
立
と
共
助
の
ま

ち
づ
く
り
と
言
い
な
が
ら
、

地
域
自
治
組
織
で
高
齢
者
福

祉
施
策
の
担
い
手
の
育
成
を

目
論
ん
で
い
る
点
、
国
保
特

別
会
計
は
国
の
制
度
上
の
問

題
が
多
い
こ
と
な
ど
も
あ
り
、

決
算
の
認
定
に
は
反
対
。
 

反
対
 

重
要
施
策
に
重
点
投
資
 

江
口
昌
史
 

　
2
年
度
決
算
の
内
容
は
、

コ
ロ
ナ
対
策
関
連
経
費
を
は

じ
め
、
都
市
防
災
総
合
推
進

事
業
、
G
I
G
A
ス
ク
ー
ル

構
想
に
伴
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

等
の
環
境
整
備
等
、
い
ず
れ

も
、
福
祉
、
防
災
、
教
育
の

向
上
に
欠
か
せ
な
い
も
の
ば

か
り
。
 

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
収
束
が
見

通
せ
な
い
中
、
本
町
の
主
要

産
業
で
あ
る
製
造
業
は
前
年

よ
り
低
調
で
あ
り
、
町
内
事

業
者
に
と
っ
て
は
、
今
後
も

厳
し
い
経
営
環
境
が
続
く
こ

と
が
懸
念
さ
れ
る
。
 

　
今
後
も
一
層
の
企
業
支
援

施
策
を
展
開
し
、
一
昨
年
10

月
に
行
わ
れ
た
法
人
町
民
税

法
人
税
割
の
税
率
が
下
げ
ら

れ
た
こ
と
に
よ
る
影
響
を
減

ら
す
た
め
に
も
、
引
き
続
き

最
小
限
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
あ
げ
る
こ
と
を
要
望
し
、

決
算
の
認
定
に
賛
成
。
 

賛
成
 

②
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特

定
個
人
情
報
の
提
供
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
 

①
と
同
趣
旨
の
た
め
省
略
。
 

江
幡
満
世
志
 

江
口
昌
史
 

反
対
 

賛
成
 

特定個人情報保護条例の一部改正 

個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部改正 

令和2年度大口町一般会計及び特別会計歳入歳出決算認定 

吉
田
 

江
幡
 

佐
名
 

近
藤
 

江
口
 

船
戸
 

酒
井
 

岡
 

大
竹
 

伊
藤
 

丹
羽
孝
 

丹
羽
勉
 

齊
木
 

倉
知
 

議　案　等　名　称 

賛否が分かれた議案の討論要旨は次のとおりです 

【
衛
生
費
】 

【
土
木
費
】 

【
消
防
費
】 

おおぐち議会だより　No.230
令和3年10月22日発行 
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9
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
1
件
の
請
願
と
10
件
の
陳

情
、
及
び
6
月
定
例
会
で
継

続
審
査
と
し
た
3
件
の
請
願

と
1
件
の
陳
情
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員

会
で
審
査
し
、
次
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。
 

 

【
請
　
　
願
】
 

 

請
願
者
 

尾
北
地
区
教
職
員
組
合
 

　
執
行
委
員
長
　
宮
田
英
由
 

他
80
人
 

紹
介
議
員
 

大
竹
伸
一
 

定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・

実
施
と
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
を

求
め
る
請
願
書
 

（
採
択
）  

（
継
続
審
査
分
）
 

 請
願
者
 

稲
垣
　
学
 

紹
介
議
員
 

吉
田
　
正
 

無
秩
序
で
混
沌
と
し
た
教
育

組
織
に
よ
っ
て
旭
川
市
で
ま

た
、
生
徒
児
童
の
命
が
犠
牲

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
じ

め
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
調
査

も
せ
ず
2
年
以
上
も
放
置
し

て
い
る
大
口
町
教
育
委
員
会

も
他
人
事
と
考
え
て
い
る
場

合
で
は
な
い
。
こ
れ
以
上
、

生
徒
児
童
の
命
や
人
生
・
人

権
・
尊
厳
が
犠
牲
に
な
ら
な

い
よ
う
早
期
に
改
善
・
対
策

を
行
う
べ
く
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
請
願
書
 （

不
採
択
） 

 大
口
西
小
学
校
の
【
い
じ
め

防
止
基
本
方
針
】
は
素
晴
ら

し
い
内
容
で
あ
る
。
大
口
西

小
学
校
の
【
い
じ
め
防
止
基

本
方
針
】
を
【
大
口
町
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
】
に
正
式

採
用
し
町
内
の
小
中
学
校
に

水
平
展
開
し
、
【
大
口
町
い

じ
め
の
防
止
等
に
関
す
る
条

例
】
で
運
用
の
遵
守
の
取
り

決
め
の
策
定
を
求
め
る
請
願
 

（
不
採
択
） 

 令
和
2
年
3
月
議
会
で
採
択

さ
れ
た
請
願
で
あ
る
『
不
登

校
重
大
事
態
と
し
て
大
口
町

い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会
の

設
置
及
び
学
校
事
故
調
査
委

員
会
の
設
置
に
関
す
る
請
願

書
』
の
願
意
実
現
す
べ
く
大

口
町
議
会
・
大
口
町
教
育
委

員
会
の
対
応
を
求
め
る
請
願

書
 

（
不
採
択
）  

【
陳
　
　
情
】
 

 

陳
情
者
 

「
新
し
い
提
案
」
実
行
委
員
会
 

責
任
者
　
安
里
　
長
従
 

他
1
人
 

辺
野
古
新
基
地
建
設
の
中
止

と
、
普
天
間
基
地
の
沖
縄
県

外
・
国
外
移
転
に
つ
い
て
国

民
的
議
論
を
行
い
、
憲
法
に

基
づ
き
公
正
か
つ
民
主
的
に

解
決
す
る
べ
き
と
す
る
意
見

書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
 

（
聞
き
置
く
） 

 陳
情
者
 

私
学
を
よ
く
す
る
 

　
愛
知
父
母
懇
談
会
 

　
江
南
大
口
扶
桑
ブ
ロ
ッ
ク
 

竹
下
　
友
二
 

他
2
人
 

私
立
高
校
生
の
父
母
負
担
を

軽
減
し
、
学
費
負
担
の
公
私

格
差
を
是
正
す
る
た
め
に
大

口
町
独
自
の
授
業
料
助
成
制

度
の
拡
充
を
求
め
る
陳
情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

 国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情
書
 

（
採
択
） 

 陳
情
者
 

春
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
 

実
行
委
員
会
 

代
表
　
知
崎
　
広
二
 

公
契
約
事
業
従
事
者
の
適
正

賃
金
と
安
定
雇
用
を
確
保
す

る
公
契
約
法
の
制
定
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

陳
情
 

（
聞
き
置
く
） 

 正
規
労
働
者
が
当
た
り
前
、

安
定
し
た
雇
用
と
1
日
8
時

間
の
労
働
で
暮
ら
せ
る
社
会

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情
 

（
聞
き
置
く
） 

 住
民
の
安
全
・
安
心
を
支
え

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
体
制
・
機

能
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
陳
情
 

（
聞
き
置
く
） 

 地
方
財
政
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情
 

（
採
択
） 

 障
害
・
介
護
福
祉
に
従
事
す

る
職
員
や
保
育
士
の
人
材
定

着
・
確
保
の
た
め
職
員
配
置

基
準
と
報
酬
・
公
定
価
格
を

抜
本
的
に
改
善
し
、
離
職
し

な
い
障
害
・
介
護
・
保
育
職

場
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
陳
情
 

（
聞
き
置
く
） 

 消
費
税
率
5
%
へ
の
引
き
下

げ
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情
 （

聞
き
置
く
） 

 「
1
年
単
位
の
変
形
労
働
時

間
制
」
導
入
の
た
め
の
条
例

制
定
で
は
な
く
、
教
職
員
の

長
時
間
過
密
労
働
解
消
の
た

め
の
施
策
を
求
め
る
陳
情
 

（
聞
き
置
く
）  

（
継
続
審
査
分
）
 

 

陳
情
者
 

稲
垣
　
学
 

大
口
町
議
会
は
条
例
等
を
無

視
し
た
大
口
町
及
び
大
口
町

教
育
委
員
会
に
よ
る
対
応
か

ら
目
を
背
け
黙
認
し
た
。
議

会
の
対
応
に
抗
議
す
る
と
共

に
、
議
会
は
組
織
に
忖
度
す

る
こ
と
な
く
組
織
と
町
民
双

方
と
も
に
公
平
、
公
正
で
、

条
例
等
を
順
守
さ
せ
る
対
応

を
求
め
る
陳
情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

過去の請願・陳情の審査結果等は 

こちらをご覧ください。 

https://www.town.oguchi.lg.jp/2744.htm 

大口町ホームページ　⇒　 

町議会　⇒　請願、陳情一覧 

請
願
・
陳
情 

づ
ぐ
 

な
が
 

あ
 

さ
と
 

6議員が質問 

追　跡 追　跡 
1年前の一般質問から 1年前の一般質問から 

あれから どうなった?あれから どうなった?

議会だよりでは、1年前の一般質問から2題を選び、あれからどう
なったかを調査しました。 

あれから どうなった?

町政を問う 町政を問う 一
般
質
問 

ここが聞きた
い
!町政を問う 町政を問う 

「一般質問」とは、町政全般にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

国は防災基本計画を毎年改定
されているが、本町の地域防災
計画の改定状況は。 
 
本年度末までに避難所運営マニ
ュアルを含め、地域防災計画の
見直しを行う。今後は変更が必
要な都度、速やかに改定していく。 

丹
羽
　
孝
 

令
和
2
年
9
月
議
会
 

防災基本計画の定期的な見直しを 

問 

答 

来庁者が安心して窓口に行け
るよう、本庁舎の玄関ホールに、
総合案内ができるような場所の
設置と人員配置ができないか。 
 
人員に余裕がある訳ではない
ので、職員の人数を勘案しなが
ら検討していく。 

江
幡
満
世
志
 

本庁舎玄関に総合案内の設置を 

問 

答 

本町の地域防災計画は、当該年度中に改定済み。
昨年度は、新型コロナウイルス感染症が拡大し
始めたことを受け、「大口町版 避難所における
新型コロナウイルス感染症拡大予防ガイドライ
ン」も作成した。 

質問者の満足度 災害は忘れたころにや
ってくると言います。今
後ともタイムリーな改
定をよろしくお願いします。 

総合案内窓口の代わりとなるように、来庁者で
困っている方を見かけたら、職員から積極的に
声をかけるようにしている。 

質問者の満足度 更なる住民サービス
の向上に努力してく
ださい。 

こ
う
な
っ
た
 

一
　
般 

質
　
問 

にっこり 

江口昌史 

丹羽　孝 

佐名かよ子 

吉田　正 

江幡満世志 

岡　孝夫 

下小口三丁目交差点　防犯カメラを 
男性職員の育児休業　取得しやすい職場の環境づくりを 

GIGAスクール構想　プログラミング学習の取り組みは 
新しい公会計　町民に分かりやすい開示を 

個別避難計画の早期作成を 
福祉避難所への直接避難を 

子どもの貧困対策　学校のトイレに生理用品の常備を 
介護サービス事業　住民ボランティアの実態は 

水道料金改定　低所得者の負担軽減を 
工事による通学路変更　学校と行政の連携は 

次世代自動車　普及促進への補助等は 
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9
月
定
例
会
に
提
出
さ
れ

た
1
件
の
請
願
と
10
件
の
陳

情
、
及
び
6
月
定
例
会
で
継

続
審
査
と
し
た
3
件
の
請
願

と
1
件
の
陳
情
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
所
管
の
常
任
委
員

会
で
審
査
し
、
次
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。
 

 

【
請
　
　
願
】
 

 

請
願
者
 

尾
北
地
区
教
職
員
組
合
 

　
執
行
委
員
長
　
宮
田
英
由
 

他
80
人
 

紹
介
議
員
 

大
竹
伸
一
 

定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・

実
施
と
義
務
教
育
費
国
庫
負

担
制
度
の
堅
持
及
び
拡
充
を

求
め
る
請
願
書
 

（
採
択
）  

（
継
続
審
査
分
）
 

 請
願
者
 

稲
垣
　
学
 

紹
介
議
員
 

吉
田
　
正
 

無
秩
序
で
混
沌
と
し
た
教
育

組
織
に
よ
っ
て
旭
川
市
で
ま

た
、
生
徒
児
童
の
命
が
犠
牲

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
じ

め
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
調
査

も
せ
ず
2
年
以
上
も
放
置
し

て
い
る
大
口
町
教
育
委
員
会

も
他
人
事
と
考
え
て
い
る
場

合
で
は
な
い
。
こ
れ
以
上
、

生
徒
児
童
の
命
や
人
生
・
人

権
・
尊
厳
が
犠
牲
に
な
ら
な

い
よ
う
早
期
に
改
善
・
対
策

を
行
う
べ
く
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
請
願
書
 （

不
採
択
） 

 大
口
西
小
学
校
の
【
い
じ
め

防
止
基
本
方
針
】
は
素
晴
ら

し
い
内
容
で
あ
る
。
大
口
西

小
学
校
の
【
い
じ
め
防
止
基

本
方
針
】
を
【
大
口
町
い
じ

め
防
止
基
本
方
針
】
に
正
式

採
用
し
町
内
の
小
中
学
校
に

水
平
展
開
し
、
【
大
口
町
い

じ
め
の
防
止
等
に
関
す
る
条

例
】
で
運
用
の
遵
守
の
取
り

決
め
の
策
定
を
求
め
る
請
願
 

（
不
採
択
） 

 令
和
2
年
3
月
議
会
で
採
択

さ
れ
た
請
願
で
あ
る
『
不
登

校
重
大
事
態
と
し
て
大
口
町

い
じ
め
問
題
対
策
委
員
会
の

設
置
及
び
学
校
事
故
調
査
委

員
会
の
設
置
に
関
す
る
請
願

書
』
の
願
意
実
現
す
べ
く
大

口
町
議
会
・
大
口
町
教
育
委

員
会
の
対
応
を
求
め
る
請
願

書
 

（
不
採
択
）  

【
陳
　
　
情
】
 

 

陳
情
者
 

「
新
し
い
提
案
」
実
行
委
員
会
 

責
任
者
　
安
里
　
長
従
 

他
1
人
 

辺
野
古
新
基
地
建
設
の
中
止

と
、
普
天
間
基
地
の
沖
縄
県

外
・
国
外
移
転
に
つ
い
て
国

民
的
議
論
を
行
い
、
憲
法
に

基
づ
き
公
正
か
つ
民
主
的
に

解
決
す
る
べ
き
と
す
る
意
見

書
の
採
択
を
求
め
る
陳
情
 

（
聞
き
置
く
） 

 陳
情
者
 

私
学
を
よ
く
す
る
 

　
愛
知
父
母
懇
談
会
 

　
江
南
大
口
扶
桑
ブ
ロ
ッ
ク
 

竹
下
　
友
二
 

他
2
人
 

私
立
高
校
生
の
父
母
負
担
を

軽
減
し
、
学
費
負
担
の
公
私

格
差
を
是
正
す
る
た
め
に
大

口
町
独
自
の
授
業
料
助
成
制

度
の
拡
充
を
求
め
る
陳
情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

 国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関

す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情
書
 

（
採
択
） 

 陳
情
者
 

春
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
 

実
行
委
員
会
 

代
表
　
知
崎
　
広
二
 

公
契
約
事
業
従
事
者
の
適
正

賃
金
と
安
定
雇
用
を
確
保
す

る
公
契
約
法
の
制
定
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

陳
情
 

（
聞
き
置
く
） 

 正
規
労
働
者
が
当
た
り
前
、

安
定
し
た
雇
用
と
1
日
8
時

間
の
労
働
で
暮
ら
せ
る
社
会

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
を

求
め
る
陳
情
 

（
聞
き
置
く
） 

 住
民
の
安
全
・
安
心
を
支
え

る
行
政
サ
ー
ビ
ス
体
制
・
機

能
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
陳
情
 

（
聞
き
置
く
） 

 地
方
財
政
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情
 

（
採
択
） 

 障
害
・
介
護
福
祉
に
従
事
す

る
職
員
や
保
育
士
の
人
材
定

着
・
確
保
の
た
め
職
員
配
置

基
準
と
報
酬
・
公
定
価
格
を

抜
本
的
に
改
善
し
、
離
職
し

な
い
障
害
・
介
護
・
保
育
職

場
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書

の
提
出
を
求
め
る
陳
情
 

（
聞
き
置
く
） 

 消
費
税
率
5
%
へ
の
引
き
下

げ
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
陳
情
 （

聞
き
置
く
） 

 「
1
年
単
位
の
変
形
労
働
時

間
制
」
導
入
の
た
め
の
条
例

制
定
で
は
な
く
、
教
職
員
の

長
時
間
過
密
労
働
解
消
の
た

め
の
施
策
を
求
め
る
陳
情
 

（
聞
き
置
く
）  

（
継
続
審
査
分
）
 

 

陳
情
者
 

稲
垣
　
学
 

大
口
町
議
会
は
条
例
等
を
無

視
し
た
大
口
町
及
び
大
口
町

教
育
委
員
会
に
よ
る
対
応
か

ら
目
を
背
け
黙
認
し
た
。
議

会
の
対
応
に
抗
議
す
る
と
共

に
、
議
会
は
組
織
に
忖
度
す

る
こ
と
な
く
組
織
と
町
民
双

方
と
も
に
公
平
、
公
正
で
、

条
例
等
を
順
守
さ
せ
る
対
応

を
求
め
る
陳
情
書
 

（
聞
き
置
く
） 

過去の請願・陳情の審査結果等は 

こちらをご覧ください。 

https://www.town.oguchi.lg.jp/2744.htm 

大口町ホームページ　⇒　 

町議会　⇒　請願、陳情一覧 

請
願
・
陳
情 

づ
ぐ
 

な
が
 

あ
 

さ
と
 

6議員が質問 

追　跡 追　跡 
1年前の一般質問から 1年前の一般質問から 

あれから どうなった?あれから どうなった?

議会だよりでは、1年前の一般質問から2題を選び、あれからどう
なったかを調査しました。 

あれから どうなった?

町政を問う 町政を問う 一
般
質
問 

ここが聞きた
い
!町政を問う 町政を問う 

「一般質問」とは、町政全般にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

国は防災基本計画を毎年改定
されているが、本町の地域防災
計画の改定状況は。 
 
本年度末までに避難所運営マニ
ュアルを含め、地域防災計画の
見直しを行う。今後は変更が必
要な都度、速やかに改定していく。 

丹
羽
　
孝
 

令
和
2
年
9
月
議
会
 

防災基本計画の定期的な見直しを 

問 

答 

来庁者が安心して窓口に行け
るよう、本庁舎の玄関ホールに、
総合案内ができるような場所の
設置と人員配置ができないか。 
 
人員に余裕がある訳ではない
ので、職員の人数を勘案しなが
ら検討していく。 

江
幡
満
世
志
 

本庁舎玄関に総合案内の設置を 

問 

答 

本町の地域防災計画は、当該年度中に改定済み。
昨年度は、新型コロナウイルス感染症が拡大し
始めたことを受け、「大口町版 避難所における
新型コロナウイルス感染症拡大予防ガイドライ
ン」も作成した。 

質問者の満足度 災害は忘れたころにや
ってくると言います。今
後ともタイムリーな改
定をよろしくお願いします。 

総合案内窓口の代わりとなるように、来庁者で
困っている方を見かけたら、職員から積極的に
声をかけるようにしている。 

質問者の満足度 更なる住民サービス
の向上に努力してく
ださい。 

こ
う
な
っ
た
 

一
　
般 

質
　
問 

にっこり 

江口昌史 

丹羽　孝 

佐名かよ子 

吉田　正 

江幡満世志 

岡　孝夫 

下小口三丁目交差点　防犯カメラを 
男性職員の育児休業　取得しやすい職場の環境づくりを 

GIGAスクール構想　プログラミング学習の取り組みは 
新しい公会計　町民に分かりやすい開示を 

個別避難計画の早期作成を 
福祉避難所への直接避難を 

子どもの貧困対策　学校のトイレに生理用品の常備を 
介護サービス事業　住民ボランティアの実態は 

水道料金改定　低所得者の負担軽減を 
工事による通学路変更　学校と行政の連携は 

次世代自動車　普及促進への補助等は 

P10 
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一
　
般 

質
　
問 

江

口

昌

史

 

一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

孝

 

プログラミング学習の取り組みは 
部長 問題解決型思考力を育成 

GIGAスクール構想 

町
民
に
分
か
り
や
す
い
開
示
を
 

部
長 

概
要
版
等
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載 

新
し
い
公
会
計 

町
道
小
口
線
、
町
道
役

場
前
線
の
工
事
完
了
は
、

予
定
ど
お
り
令
和
5
年
度
に

達
成
で
き
る
か
。
 

 

国
の
交
付
金
の

状
況
に
も
よ
る
が
、

5
年
度
ま
で
に
残
り
区
間
の

整
備
を
終
え
る
見
込
み
。
 

樋
田
橋
か
ら
町
道
大
口

桃
花
台
線
ま
で
の
区
間

の
今
後
の
道
路
整
備
計
画
は
。
 

 

4
年
度
に
道
路

線
形
や
幅
員
の

検
討
、
及
び
公
安
委
員
会
と

の
協
議
等
を
行
い
、
そ
の
後
、

用
地
測
量
を
行
い
た
い
。
 

小
口
線
と
県
道
小
口
岩

倉
線
が
交
わ
る
下
小
口

三
丁
目
交
差
点
に
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
を
。
 

 

小
口
線
の
整

備
に
よ
る
交

通
の
流
れ
の
影
響
や
防
犯
上

の
問
題
点
を
江
南
警
察
署
と

も
協
議
し
な
が
ら
、
総
合
的

に
判
断
し
て
い
き
た
い
。
 

問 
問 

問 
地
域
協
働
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

本
町
の
令
和
元
年
度
の

資
産
老
朽
化
比
率
は
前

年
に
比
べ
上
昇
（
悪
化
）
し

61
・
4
%
。
類
似
市
町
村
の

値
よ
り
高
い
が
問
題
は
な
い

か
。
 

 

過
去
同
様
の
投

資
が
で
き
な
い

た
め
、
有
形
固
定
資
産
の
増

加
額
に
比
べ
、
減
価
償
却
に

よ
り
減
少
額
が
上
回
っ
て
い

る
。
 

　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
等
を
策
定
し
て
既
存
施
設

の
長
寿
命
化
や
再
投
資
す
る

施
設
の
優
先
順
位
を
付
け
、

役
場
庁
舎
な
ど
の
長
寿
命
化

を
図
っ
て
い
る
。
 

国
の
指
示
で
作
ら
れ
た

新
し
い
会
計
制
度
の
財

務
書
類
も
作
っ
た
だ
け
で
は

税
金
の
無
駄
遣
い
。
 

　
従
来
の
会
計
制
度
と
の
違

い
や
分
析
内
容
を
ど
の
よ
う

に
町
民
に
周
知
す
る
の
か
。
 

 

分
か
り
や
す
く

す
る
た
め
、
財

務
書
類
の
他
に
分
析
を
ま
と

め
た
分
析
報
告
書
、
及
び
財

務
書
類
の
概
要
を
1
ペ
ー
ジ

に
ま
と
め
た
も
の
を
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。
 

問 

問 総
務
部
長 

総
務
部
長 

本
町
男
性
職
員
の
育
児

休
業
取
得
状
況
は
。
 

 

平
成
16
年
度
に

1
人
取
得
。
 

　
最
近
で
は
、
育
児
休
暇
制

度
の
改
正
等
も
あ
り
、
特
別

休
暇
の
一
つ
と
し
て
「
育
児

休
暇
」
を
取
得
し
て
い
る
。
 

男
性
職
員
が
育
児
休
業

を
取
得
し
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
を
行
う
た
め
、

本
町
は
今
後
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
う
の
か
。
 

 

職
場
の
意
識
改

革
等
を
行
い
、

取
得
し
や
す
い
環
境
を
つ
く

る
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
収
入
面
や
人
事

評
価
等
の
不
安
を
聞
き
取
り
、

そ
れ
ら
を
解
消
す
る
た
め
の

説
明
も
行
う
よ
う
に
し
た
い
。
 

父
親
と
な
る
職
員
が
、

妻
の
出
産
を
様
々
な
形

で
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
休
暇
制
度
を

創
設
で
き
な
い
か
。
 

 

特
別
休
暇
の
1

つ
と
し
て
、
妻

の
出
産
に
伴
い
2
日
間
の
休

暇
を
取
得
で
き
る
。
取
得
の

際
は
口
頭
に
よ
る
事
前
申
請

の
う
え
、
後
日
、
書
類
を
提

出
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う

に
し
、
柔
軟
な
運
用
に
し
て

い
る
。
 

問 

問 

問 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
や
環

境
整
備
に
か
か
っ
た
初

期
費
用
、
及
び
今
後
運
営
に

必
要
な
年
間
経
費
は
。
 

 

タ
ブ
レ
ッ
ト

購
入
や
通
信

環
境
整
備
等
で
約
2
億
2
千

万
円
か
か
っ
た
。
今
後
、
通

信
費
、
委
託
料
（
タ
ブ
レ
ッ

ト
保
守
、
ア
プ
リ
利
用
料
、

I
C
T
支
援
員
）
で
年
間
約

3
2
0
0
万
円
か
か
る
。
 

子
ど
も
た
ち
の
目
の
保

護
の
た
め
に
20
‐
20
‐

20
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
考
え

は
。
 

 

定
期
的
な
目

の
休
息
は
必

要
な
の
で
、
具
体
例
を
示
し

な
が
ら
予
防
策
を
徹
底
す
る

よ
う
指
導
す
る
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習

の
取
り
組
み
、
及
び
そ

の
学
習
内
容
は
。
 

 

小
学
校
で
は

問
題
解
決
型

の
思
考
力
の
育
成
を
目
的
と

し
、
例
え
ば
、
5
年
生
の
算

数
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

用
い
て
正
多
角
形
を
作
成
し
、

そ
の
性
質
に
つ
い
て
学
び
を

深
め
る
な
ど
し
て
い
る
。
 

　
中
学
校
で
は
技
術
家
庭
科

に
て
仕
組
み
を
学
ぶ
だ
け
で

な
く
、
情
報
処
理
技
術
を
活

用
し
た
問
題
解
決
法
の
検
討

な
ど
、
実
用
的
な
学
習
が
行

わ
れ
て
い
る
。
 

問 

問 

問 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

取得しやすい職場の環境づくりを 
部長 意識改革と不安解消の説明を実施 

男性職員の育児休業 

男性の育児休暇取得を呼
び掛ける国のポスター 

現在工事が行われている役
場前線（給食センター北側）
の様子。写真中央付近で小
口線と交わります 

ホーム＞組織から探す＞総務部＞
政策推進課＞財政関係＞公会計 

20分ごとに20秒間20フィート（6m）
先の物を見て目を休めましょう 

防
犯
カ
メ
ラ
を
 

地
域
協
働
部
長 
警
察
署
と
協
議
し
て
総
合
的
に
判
断 

下
小
口
三
丁
目
交
差
点 

令和3年9月議会 
一般質問（丹羽孝議員） 

令和3年9月議会 
一般質問（江口議員） 

資産老朽化比率 
公共施設の全

体的な老朽化の
傾向を示す指標。
平均的な比率は
40～60%と言
われている。 

会計制度の違い 

と
い
 

だ
 

余野五丁目交差点の防犯カメラ 

項　目 官庁会計 

作成目的 

簿記方式 

認識基準 

報告先 

住民の福祉の増進 

単式簿記 

現金主義 

住民（提出先は議会） 

公会計 企業会計 

利益の追求 

複式簿記 

発生主義 

株主（提出先は株主総会） 
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一
　
般 

質
　
問 

江

口

昌

史

 

一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

孝

 

プログラミング学習の取り組みは 
部長 問題解決型思考力を育成 

GIGAスクール構想 

町
民
に
分
か
り
や
す
い
開
示
を
 

部
長 

概
要
版
等
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載 

新
し
い
公
会
計 

町
道
小
口
線
、
町
道
役

場
前
線
の
工
事
完
了
は
、

予
定
ど
お
り
令
和
5
年
度
に

達
成
で
き
る
か
。
 

 

国
の
交
付
金
の

状
況
に
も
よ
る
が
、

5
年
度
ま
で
に
残
り
区
間
の

整
備
を
終
え
る
見
込
み
。
 

樋
田
橋
か
ら
町
道
大
口

桃
花
台
線
ま
で
の
区
間

の
今
後
の
道
路
整
備
計
画
は
。
 

 

4
年
度
に
道
路

線
形
や
幅
員
の

検
討
、
及
び
公
安
委
員
会
と

の
協
議
等
を
行
い
、
そ
の
後
、

用
地
測
量
を
行
い
た
い
。
 

小
口
線
と
県
道
小
口
岩

倉
線
が
交
わ
る
下
小
口

三
丁
目
交
差
点
に
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
を
。
 

 

小
口
線
の
整

備
に
よ
る
交

通
の
流
れ
の
影
響
や
防
犯
上

の
問
題
点
を
江
南
警
察
署
と

も
協
議
し
な
が
ら
、
総
合
的

に
判
断
し
て
い
き
た
い
。
 

問 

問 

問 

地
域
協
働
部
長 

建
設
部
長 

建
設
部
長 

本
町
の
令
和
元
年
度
の

資
産
老
朽
化
比
率
は
前

年
に
比
べ
上
昇
（
悪
化
）
し

61
・
4
%
。
類
似
市
町
村
の

値
よ
り
高
い
が
問
題
は
な
い

か
。
 

 

過
去
同
様
の
投

資
が
で
き
な
い

た
め
、
有
形
固
定
資
産
の
増

加
額
に
比
べ
、
減
価
償
却
に

よ
り
減
少
額
が
上
回
っ
て
い

る
。
 

　
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
等
を
策
定
し
て
既
存
施
設

の
長
寿
命
化
や
再
投
資
す
る

施
設
の
優
先
順
位
を
付
け
、

役
場
庁
舎
な
ど
の
長
寿
命
化

を
図
っ
て
い
る
。
 

国
の
指
示
で
作
ら
れ
た

新
し
い
会
計
制
度
の
財

務
書
類
も
作
っ
た
だ
け
で
は

税
金
の
無
駄
遣
い
。
 

　
従
来
の
会
計
制
度
と
の
違

い
や
分
析
内
容
を
ど
の
よ
う

に
町
民
に
周
知
す
る
の
か
。
 

 

分
か
り
や
す
く

す
る
た
め
、
財

務
書
類
の
他
に
分
析
を
ま
と

め
た
分
析
報
告
書
、
及
び
財

務
書
類
の
概
要
を
1
ペ
ー
ジ

に
ま
と
め
た
も
の
を
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
。
 

問 

問 総
務
部
長 

総
務
部
長 

本
町
男
性
職
員
の
育
児

休
業
取
得
状
況
は
。
 

 

平
成
16
年
度
に

1
人
取
得
。
 

　
最
近
で
は
、
育
児
休
暇
制

度
の
改
正
等
も
あ
り
、
特
別

休
暇
の
一
つ
と
し
て
「
育
児

休
暇
」
を
取
得
し
て
い
る
。
 

男
性
職
員
が
育
児
休
業

を
取
得
し
や
す
い
職
場

環
境
づ
く
り
を
行
う
た
め
、

本
町
は
今
後
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
う
の
か
。
 

 

職
場
の
意
識
改

革
等
を
行
い
、

取
得
し
や
す
い
環
境
を
つ
く

る
こ
と
が
大
切
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
収
入
面
や
人
事

評
価
等
の
不
安
を
聞
き
取
り
、

そ
れ
ら
を
解
消
す
る
た
め
の

説
明
も
行
う
よ
う
に
し
た
い
。
 

父
親
と
な
る
職
員
が
、

妻
の
出
産
を
様
々
な
形

で
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
に

赤
ち
ゃ
ん
誕
生
休
暇
制
度
を

創
設
で
き
な
い
か
。
 

 

特
別
休
暇
の
1

つ
と
し
て
、
妻

の
出
産
に
伴
い
2
日
間
の
休

暇
を
取
得
で
き
る
。
取
得
の

際
は
口
頭
に
よ
る
事
前
申
請

の
う
え
、
後
日
、
書
類
を
提

出
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う

に
し
、
柔
軟
な
運
用
に
し
て

い
る
。
 

問 

問 

問 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

総
務
部
長 

タ
ブ
レ
ッ
ト
購
入
や
環

境
整
備
に
か
か
っ
た
初

期
費
用
、
及
び
今
後
運
営
に

必
要
な
年
間
経
費
は
。
 

 

タ
ブ
レ
ッ
ト

購
入
や
通
信

環
境
整
備
等
で
約
2
億
2
千

万
円
か
か
っ
た
。
今
後
、
通

信
費
、
委
託
料
（
タ
ブ
レ
ッ

ト
保
守
、
ア
プ
リ
利
用
料
、

I
C
T
支
援
員
）
で
年
間
約

3
2
0
0
万
円
か
か
る
。
 

子
ど
も
た
ち
の
目
の
保

護
の
た
め
に
20
‐
20
‐

20
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
考
え

は
。
 

 

定
期
的
な
目

の
休
息
は
必

要
な
の
で
、
具
体
例
を
示
し

な
が
ら
予
防
策
を
徹
底
す
る

よ
う
指
導
す
る
。
 

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
学
習

の
取
り
組
み
、
及
び
そ

の
学
習
内
容
は
。
 

 

小
学
校
で
は

問
題
解
決
型

の
思
考
力
の
育
成
を
目
的
と

し
、
例
え
ば
、
5
年
生
の
算

数
で
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を

用
い
て
正
多
角
形
を
作
成
し
、

そ
の
性
質
に
つ
い
て
学
び
を

深
め
る
な
ど
し
て
い
る
。
 

　
中
学
校
で
は
技
術
家
庭
科

に
て
仕
組
み
を
学
ぶ
だ
け
で

な
く
、
情
報
処
理
技
術
を
活

用
し
た
問
題
解
決
法
の
検
討

な
ど
、
実
用
的
な
学
習
が
行

わ
れ
て
い
る
。
 

問 
問 

問 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

取得しやすい職場の環境づくりを 
部長 意識改革と不安解消の説明を実施 

男性職員の育児休業 

男性の育児休暇取得を呼
び掛ける国のポスター 

現在工事が行われている役
場前線（給食センター北側）
の様子。写真中央付近で小
口線と交わります 

ホーム＞組織から探す＞総務部＞
政策推進課＞財政関係＞公会計 

20分ごとに20秒間20フィート（6m）
先の物を見て目を休めましょう 

防
犯
カ
メ
ラ
を
 

地
域
協
働
部
長 

警
察
署
と
協
議
し
て
総
合
的
に
判
断 

下
小
口
三
丁
目
交
差
点 

令和3年9月議会 
一般質問（丹羽孝議員） 

令和3年9月議会 
一般質問（江口議員） 

資産老朽化比率 
公共施設の全

体的な老朽化の
傾向を示す指標。
平均的な比率は
40～60%と言
われている。 

会計制度の違い 

と
い
 

だ
 

余野五丁目交差点の防犯カメラ 

項　目 官庁会計 

作成目的 

簿記方式 

認識基準 

報告先 
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単式簿記 

現金主義 

住民（提出先は議会） 

公会計 企業会計 

利益の追求 

複式簿記 

発生主義 

株主（提出先は株主総会） 
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一
　
般 

質
　
問 

佐
名
か
よ
子 

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

学校のトイレに生理用品の常備を 
部長 児童生徒の視点も踏まえ検討 

子どもの貧困対策 

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
態
は
 

部
長 

地
域
住
民
と
必
要
な
取
組
み
を
模
索
中 

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業 

避
難
行
動
要
支
援
者
（
以

下
、
要
支
援
者
）
へ
の

支
援
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
本
町
の
避
難
支
援
体

制
は
ど
の
よ
う
か
。
 

 

避
難
所
に
避

難
さ
れ
た
場

合
、
関
係
支
援
団
体
等
と
連

携
し
て
①
安
否
確
認
、
②
社

会
福
祉
施
設
等
へ
の
搬
送
の

検
討
、
③
避
難
所
内
に
総
合

窓
口
の
設
置
、
④
総
合
窓
口

を
通
じ
た
個
別
相
談
の
実
施

や
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
、
⑤
要
支
援
者
の
特
性
に

配
慮
し
た
物
資
等
の
提
供
、

⑥
自
宅
に
戻
っ
た
要
支
援
者

の
見
守
り
支
援
等
を
行
う
。
 

本
年
5
月
の
災
害
対
策

基
本
法
の
改
正
で
、
要

支
援
者
ご
と
の
個
別
避
難
計

画
の
作
成
が
市
町
村
の
努
力

義
務
と
さ
れ
た
。
 

　
計
画
の
早
期
作
成
が
必
要

と
考
え
る
が
、
計
画
の
策
定

の
状
況
と
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。
 

 

要
支
援
者
名

簿
に
登
録
さ

れ
た
方
の
う
ち
、
個
別
避
難

計
画
の
作
成
に
同
意
さ
れ
た

方
は
1
割
程
度
。
 

　
今
後
は
、
計
画
の
必
要
性

を
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携

し
て
協
力
を
得
な
が
ら
作
成

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
 

問 

問 健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

軽
度
の
要
介
護
認
定
の

人
が
利
用
す
る
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
等
が
、
国
が
基
準
を

決
め
る
介
護
給
付
か
ら
市
町

村
事
業
の
介
護
予
防
や
日
常

生
活
支
援
事
業
へ
移
行
し
、

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
置
き

換
え
ら
れ
て
い
る
。
 

　
実
際
に
そ
の
事
業
は
ど
ん

な
ふ
う
に
や
ら
れ
て
い
る
の

か
。
 

 

本
町
で
実
施

し
て
い
る
介

護
予
防
、
日
常
生
活
支
援
事

業
は
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
が
実
施
し
て
お
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
や
っ

て
い
た
だ
く
状
況
に
至
っ
て

い
な
い
。
 

　
現
在
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
と
地
域
の
課
題
を
共
有
し

な
が
ら
、
必
要
な
取
組
み
を

探
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
 

資
格
の
な
い
人
が
自
宅

に
入
っ
て
く
る
こ
と
に

不
安
を
感
じ
る
人
も
い
る
の

で
は
な
い
か
。
 

 

住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
あ
た

り
、
個
人
情
報
の
守
秘
義
務

は
互
い
に
関
わ
っ
て
い
く
中

で
守
っ
て
い
た
だ
く
事
項
で

あ
る
。
 

　
訪
問
に
関
し
て
も
相
互
の

了
解
で
実
現
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
そ
の
あ
た
り
は
特

に
再
確
認
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。
 

問 

問 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

障
が
い
者
の
福
祉
避
難

所
へ
の
避
難
は
、
一
般

の
指
定
避
難
所
に
誘
導
後
、

保
健
師
等
が
健
康
状
態
を
見

極
め
て
か
ら
移
動
さ
せ
る
。
 

　
障
が
い
者
の
方
か
ら
は
、

普
段
か
ら
利
用
し
て
い
る
施

設
へ
の
避
難
や
、
移
動
の
手

間
を
省
き
た
い
と
の
声
が
あ

る
の
で
、
直
接
避
難
で
き
る

仕
組
み
に
で
き
な
い
か
。
 

 

本
町
で
は
公

の
施
設
1
か

所
、
民
間
の
施
設
4
か
所
を

福
祉
避
難
所
に
指
定
し
て
い

る
。
 

　
当
事
者
の
意
向
な
ど
を
踏

ま
え
て
受
入
体
制
や
仕
組
み

を
模
索
し
な
が
ら
、
民
間
施

設
も
含
め
た
直
接
避
難
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。
 

福
祉
避
難
所
の
備
蓄
品

の
確
保
は
ど
の
よ
う
か
。
 

 

避
難
所
運
営

に
必
要
な
資

器
材
一
式
を
入
れ
た
「
避
難

所
運
営
キ
ッ
ト
」
に
加
え
て
、

お
む
つ
や
生
理
用
品
、
洋
式

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
な
ど
を

備
蓄
し
て
い
る
。
 

　
今
後
、
町
の
関
係
部
署
や

大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
必
要
だ

と
思
わ
れ
る
備
蓄
品
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
 

問 

問 地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

子
ど
も
の
7
人
に
1
人

が
貧
困
状
態
と
の
統
計

が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら

に
深
刻
化
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
 

　
生
理
用
品
の
配
布
は
、
既

に
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
と

伺
う
が
、
そ
の
実
態
は
。
 

 

学
校
で
統
計

は
取
っ
て
い

な
い
が
、
本
年
1
学
期
の
状

況
は
、
南
小
は
0
人
、
北
小

は
4
人
程
度
、
西
小
は
1
か

月
に
1
〜
2
人
程
度
、
大
中

は
1
か
月
に
2
〜
3
人
程
度

と
の
こ
と
。
 

　
そ
の
理
由
は
忘
れ
た
り
、

急
に
必
要
に
な
っ
た
と
養
護

教
諭
は
把
握
し
て
い
る
。
 

 

自
分
の
世
帯
が
貧
困
か

ど
う
か
判
断
し
な
い
と

受
け
取
れ
な
い
よ
う
で
は
、

貧
困
対
応
に
な
ら
な
い
。
 

　
生
理
用
品
を
ト
イ
レ
に
置

き
、
自
由
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
。
 

 

学
校
に
現
状

を
確
認
し
た

が
、
児
童
生
徒
が
特
に
困
っ

て
い
る
、
ま
た
、
購
入
に
困

っ
て
い
る
と
い
う
相
談
は
な

い
と
の
こ
と
。
 

　
ト
イ
レ
に
常
備
す
る
こ
と

は
、
衛
生
面
や
い
た
ず
ら
等

の
懸
念
も
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
た
め
、
児
童
生
徒
の
視

点
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
養
護

教
諭
等
と
検
討
し
て
い
き
た

い
。
 

問 

問 生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

福祉避難所への直接避難を 
部長 当事者に配慮した仕組みを検討 

個
別
避
難
計
画
の
早
期
作
成
を
 

部
長 
地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
取
り
組
む 

令和3年9月議会 
一般質問（吉田議員） 

令和3年9月議会 
一般質問（佐名議員） 

避難行動要支援者 
高齢者や障がい者など、災害時の避難

行動や避難所などでの生活が困難な方、
特段の配慮の必要な方。 

避難所運営キット 
避難所運営に必要な掲示物や文房具、

救急セットなどをケースに収納し、効率
的な作業ができるようにセットしたもの。 
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一
　
般 

質
　
問 

佐
名
か
よ
子 

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

学校のトイレに生理用品の常備を 
部長 児童生徒の視点も踏まえ検討 

子どもの貧困対策 

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
実
態
は
 

部
長 

地
域
住
民
と
必
要
な
取
組
み
を
模
索
中 

介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業 

避
難
行
動
要
支
援
者
（
以

下
、
要
支
援
者
）
へ
の

支
援
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い

る
が
、
本
町
の
避
難
支
援
体

制
は
ど
の
よ
う
か
。
 

 

避
難
所
に
避

難
さ
れ
た
場

合
、
関
係
支
援
団
体
等
と
連

携
し
て
①
安
否
確
認
、
②
社

会
福
祉
施
設
等
へ
の
搬
送
の

検
討
、
③
避
難
所
内
に
総
合

窓
口
の
設
置
、
④
総
合
窓
口

を
通
じ
た
個
別
相
談
の
実
施

や
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
、
⑤
要
支
援
者
の
特
性
に

配
慮
し
た
物
資
等
の
提
供
、

⑥
自
宅
に
戻
っ
た
要
支
援
者

の
見
守
り
支
援
等
を
行
う
。
 

本
年
5
月
の
災
害
対
策

基
本
法
の
改
正
で
、
要

支
援
者
ご
と
の
個
別
避
難
計

画
の
作
成
が
市
町
村
の
努
力

義
務
と
さ
れ
た
。
 

　
計
画
の
早
期
作
成
が
必
要

と
考
え
る
が
、
計
画
の
策
定

の
状
況
と
今
後
ど
の
よ
う
に

取
り
組
む
の
か
。
 

 

要
支
援
者
名

簿
に
登
録
さ

れ
た
方
の
う
ち
、
個
別
避
難

計
画
の
作
成
に
同
意
さ
れ
た

方
は
1
割
程
度
。
 

　
今
後
は
、
計
画
の
必
要
性

を
認
識
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携

し
て
協
力
を
得
な
が
ら
作
成

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。
 

問 

問 健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

軽
度
の
要
介
護
認
定
の

人
が
利
用
す
る
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
等
が
、
国
が
基
準
を

決
め
る
介
護
給
付
か
ら
市
町

村
事
業
の
介
護
予
防
や
日
常

生
活
支
援
事
業
へ
移
行
し
、

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
置
き

換
え
ら
れ
て
い
る
。
 

　
実
際
に
そ
の
事
業
は
ど
ん

な
ふ
う
に
や
ら
れ
て
い
る
の

か
。
 

 

本
町
で
実
施

し
て
い
る
介

護
予
防
、
日
常
生
活
支
援
事

業
は
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
が
実
施
し
て
お
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
や
っ

て
い
た
だ
く
状
況
に
至
っ
て

い
な
い
。
 

　
現
在
、
地
域
住
民
の
皆
さ

ん
と
地
域
の
課
題
を
共
有
し

な
が
ら
、
必
要
な
取
組
み
を

探
し
て
い
る
と
こ
ろ
。
 

資
格
の
な
い
人
が
自
宅

に
入
っ
て
く
る
こ
と
に

不
安
を
感
じ
る
人
も
い
る
の

で
は
な
い
か
。
 

 

住
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
の
実
施
に
あ
た

り
、
個
人
情
報
の
守
秘
義
務

は
互
い
に
関
わ
っ
て
い
く
中

で
守
っ
て
い
た
だ
く
事
項
で

あ
る
。
 

　
訪
問
に
関
し
て
も
相
互
の

了
解
で
実
現
す
る
こ
と
に
な

る
の
で
、
そ
の
あ
た
り
は
特

に
再
確
認
し
な
が
ら
進
め
て

い
き
た
い
。
 

問 

問 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

障
が
い
者
の
福
祉
避
難

所
へ
の
避
難
は
、
一
般

の
指
定
避
難
所
に
誘
導
後
、

保
健
師
等
が
健
康
状
態
を
見

極
め
て
か
ら
移
動
さ
せ
る
。
 

　
障
が
い
者
の
方
か
ら
は
、

普
段
か
ら
利
用
し
て
い
る
施

設
へ
の
避
難
や
、
移
動
の
手

間
を
省
き
た
い
と
の
声
が
あ

る
の
で
、
直
接
避
難
で
き
る

仕
組
み
に
で
き
な
い
か
。
 

 

本
町
で
は
公

の
施
設
1
か

所
、
民
間
の
施
設
4
か
所
を

福
祉
避
難
所
に
指
定
し
て
い

る
。
 

　
当
事
者
の
意
向
な
ど
を
踏

ま
え
て
受
入
体
制
や
仕
組
み

を
模
索
し
な
が
ら
、
民
間
施

設
も
含
め
た
直
接
避
難
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。
 

福
祉
避
難
所
の
備
蓄
品

の
確
保
は
ど
の
よ
う
か
。
 

 

避
難
所
運
営

に
必
要
な
資

器
材
一
式
を
入
れ
た
「
避
難

所
運
営
キ
ッ
ト
」
に
加
え
て
、

お
む
つ
や
生
理
用
品
、
洋
式

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
な
ど
を

備
蓄
し
て
い
る
。
 

　
今
後
、
町
の
関
係
部
署
や

大
口
町
社
会
福
祉
協
議
会
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
必
要
だ

と
思
わ
れ
る
備
蓄
品
の
整
備

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。
 

問 

問 地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

子
ど
も
の
7
人
に
1
人

が
貧
困
状
態
と
の
統
計

が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
さ
ら

に
深
刻
化
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
 

　
生
理
用
品
の
配
布
は
、
既

に
学
校
で
行
わ
れ
て
い
る
と

伺
う
が
、
そ
の
実
態
は
。
 

 

学
校
で
統
計

は
取
っ
て
い

な
い
が
、
本
年
1
学
期
の
状

況
は
、
南
小
は
0
人
、
北
小

は
4
人
程
度
、
西
小
は
1
か

月
に
1
〜
2
人
程
度
、
大
中

は
1
か
月
に
2
〜
3
人
程
度

と
の
こ
と
。
 

　
そ
の
理
由
は
忘
れ
た
り
、

急
に
必
要
に
な
っ
た
と
養
護

教
諭
は
把
握
し
て
い
る
。
 

 

自
分
の
世
帯
が
貧
困
か

ど
う
か
判
断
し
な
い
と

受
け
取
れ
な
い
よ
う
で
は
、

貧
困
対
応
に
な
ら
な
い
。
 

　
生
理
用
品
を
ト
イ
レ
に
置

き
、
自
由
に
利
用
で
き
る
よ

う
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
。
 

 

学
校
に
現
状

を
確
認
し
た

が
、
児
童
生
徒
が
特
に
困
っ

て
い
る
、
ま
た
、
購
入
に
困

っ
て
い
る
と
い
う
相
談
は
な

い
と
の
こ
と
。
 

　
ト
イ
レ
に
常
備
す
る
こ
と

は
、
衛
生
面
や
い
た
ず
ら
等

の
懸
念
も
あ
る
と
言
わ
れ
て

い
る
た
め
、
児
童
生
徒
の
視

点
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
養
護

教
諭
等
と
検
討
し
て
い
き
た

い
。
 

問 

問 生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

福祉避難所への直接避難を 
部長 当事者に配慮した仕組みを検討 

個
別
避
難
計
画
の
早
期
作
成
を
 

部
長 

地
域
の
協
力
を
得
な
が
ら
取
り
組
む 

令和3年9月議会 
一般質問（吉田議員） 

令和3年9月議会 
一般質問（佐名議員） 

避難行動要支援者 
高齢者や障がい者など、災害時の避難

行動や避難所などでの生活が困難な方、
特段の配慮の必要な方。 

避難所運営キット 
避難所運営に必要な掲示物や文房具、

救急セットなどをケースに収納し、効率
的な作業ができるようにセットしたもの。 
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一
　
般 

質
　
問 

江
幡
満
世
志 

一
　
般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫

 

令
和
4
年
4
月
か
ら
水

道
料
金
の
値
上
げ
が
計

画
さ
れ
て
い
る
が
公
平
な
改

定
案
と
は
思
え
な
い
。
 

　
少
な
い
使
用
量
の
家
庭
は

ど
れ
ほ
ど
負
担
が
増
え
る
の

か
。
 

 

口
径
13
ミ
リ
で

使
用
量
が
5
裙

の
場
合
は
46
・
4
%
、
10
裙

の
場
合
は
40
・
8
%
、
口
径

20
ミ
リ
で
使
用
量
が
5
裙
の

場
合
は
22
%
、
10
裙
の
場
合

は
22
・
3
%
、
1
か
月
あ
た

り
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
に

な
る
。
 

低
所
得
者
を
対
象
に
し

た
軽
減
措
置
を
設
け
る

考
え
は
。
 

 

丹
羽
広
域
事
務

組
合
水
道
部
と

し
て
は
、
水
道
事
業
は
受
益

者
負
担
が
基
本
原
則
な
の
で

減
免
は
行
わ
な
い
と
し
て
い

る
。
 

　
福
祉
施
策
の
観
点
か
ら
低

所
得
者
の
方
の
水
道
料
金
を

減
免
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

町
が
そ
の
分
を
補
て
ん
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
 

問 
問 建

設
部
長 

建
設
部
長 

地
球
温
暖
化
防
止
対
策

の
一
環
、
あ
る
い
は
災

害
時
に
自
動
車
の
外
部
給
電

機
能
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

在
宅
避
難
の
対
応
力
向
上
等

を
目
的
と
し
、
環
境
性
能
に

優
れ
た
次
世
代
自
動
車
の
普

及
・
促
進
に
向
け
、
個
人
・

法
人
へ
の
補
助
制
度
が
県
内

の
自
治
体
で
広
が
っ
て
い
る
。
 

　
本
町
で
の
「
車
両
（
E
V
・

P
H
V
・
F
C
V
等
）
」
な

ら
び
に
「
充
電
設
備
等
」
へ

の
補
助
制
度
等
、
次
世
代
自

動
車
の
普
及
・
促
進
に
向
け

た
補
助
等
の
考
え
は
。
 

 

国
の
補
助
制

度
が
あ
り
、

ま
た
、
い
ず
れ
の
補
助
制
度

も
広
域
的
な
普
及
促
進
が
求

め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
の

で
、
町
単
独
の
補
助
制
度
は

考
え
て
い
な
い
。
 

太
陽
光
発
電
・
蓄
電
池

設
備
の
更
な
る
普
及
拡

大
を
目
的
と
し
、
新
た
な
共

同
購
入
事
業
に
取
り
組
む
自

治
体
が
出
始
め
て
い
る
。
 

　
本
町
で
も
、
太
陽
光
発
電

等
に
限
ら
ず
、
様
々
な
分
野

で
本
町
版
の
共
同
購
入
事
業

は
検
討
で
き
な
い
か
。
 

 

電
気
は
近
隣
の

2
市
3
町
で
共

同
購
入
を
実
施
し
て
い
る
。
 

　
設
備
購
入
の
よ
う
に
企
業

と
共
に
取
り
組
む
も
の
は
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
得
ら
れ

る
県
や
大
規
模
な
市
で
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

事
例
は
多
く
な
い
。
 

　
本
町
の
規
模
で
も
有
益
と

な
る
も
の
に
つ
い
て
、
今
後

研
究
し
て
い
き
た
い
。
 

問 

問 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

総
務
部
長 

道
路
や
橋
の
工
事
等
が

頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
。

通
学
路
の
変
更
等
に
よ
る
子

ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
と
負

担
軽
減
、
そ
し
て
保
護
者
の

心
配
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
 

　
現
在
、
通
学
路
の
変
更
は

い
く
つ
の
地
域
で
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。
 

 

現
在
は
、
合

瀬
川
に
架
か

る
八
幡
橋
の
架
け
替
え
工
事

に
よ
り
、
北
小
学
校
区
の
萩

島
地
区
、
二
ツ
屋
地
区
が
対

象
。
 

学
校
と
行
政
が
連
携
を

強
化
し
、
し
っ
か
り
し

た
対
応
を
と
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
が
、
現
状
は
ど
の

よ
う
か
。
 

 

現
状
で
も
建

設
部
局
と
は

連
携
し
て
対
応
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。
 

　
今
後
は
、
工
事
等
に
よ
る

通
学
路
の
変
更
を
検
討
す
る

際
は
、
少
し
早
め
に
学
校
や

保
護
者
に
丁
寧
に
伝
え
た
方

が
誤
解
の
よ
う
な
こ
と
が
生

じ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と

い
う
話
を
建
設
部
局
と
も
し

て
い
る
。
 

　
今
回
の
質
問
を
き
っ
か
け

に
再
認
識
し
た
い
。
 

問 

問 生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

日
常
の
あ
り
方
が
大
き

く
変
化
す
る
今
こ
そ
、

各
自
治
体
は
持
続
的
な
ま
ち

の
発
展
に
向
け
「
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
社
会
」
を
目
指

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

　
本
町
に
お
い
て
も
電
動
車

等
の
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

普
及
や
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

実
現
を
前
提
に
「
ま
ち
づ
く

り
」
の
あ
り
方
を
描
き
、
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 

　
県
内
他
市
町
と
の
比
較
に

お
い
て
、
本
町
の
「
住
宅
用

地
球
温
暖
化
対
策
設
置
費
補

助
金
」
の
対
象
・
補
助
額
等

は
必
要
十
分
か
。
 

 

愛
知
県
は
太

陽
光
発
電
設

備
、
蓄
電
池
、
H
E
M
S
の

一
体
的
導
入
を
対
象
と
し
て

い
る
た
め
、
本
町
の
補
助
対

象
も
県
に
併
せ
た
も
の
に
な

っ
て
い
る
。
 

　
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
取

組
み
を
推
進
す
る
こ
と
が
2
 

0
5
0
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
に
繋
が
る
の
で
、

需
要
や
動
向
を
見
極
め
な
が

ら
、
単
体
補
助
が
で
き
る
よ

う
に
検
討
し
た
い
。
 

問 

ま
ち
づ
く
り
部
長 学校と行政の連携は 

部長 建設部局と連携して対応している 

工事による通学路変更 

低
所
得
者
の
負
担
軽
減
を
 

部
長 

水
道
事
業
は
受
益
者
負
担
が
原
則 

水
道
料
金
改
定 

令和3年9月議会 
一般質問（岡議員） 

令和3年9月議会 
一般質問（江幡議員） 

基本料金 従量料金（1m3あたり） 
水道料金改定案の比較（1か月あたり・税抜き）一部抜粋 SDGsの17の目標　ゴールと自治体行政の果たし得る役割 

第2期大口町人口ビジョン・まち・ひと・しごと創生総合戦略 P36「第2部 総合戦略」　より抜粋 

HEMS 
Home Energy Management System 
家庭内で消費するエネルギーを「見える化」できる

システムのことをいいます。高機能なものは個々の電
化製品の消費電力を知ったり、その使用状況に応じて
自動的に電化製品を制御できます。 

普及促進への補助等は 
まちづくり部長 町単独では難しい 

次世代自動車 

口径 現行 
（円） 

13㎜ 
20㎜
25㎜ 
40㎜ 

380 
1,019 
1,657 
7,771

改定案 
（円） 

600 
1,240 
1,800 
8,200

差額 
（円） 
220 
221 
143 
429

区分 現行 
（円） 

1～10裙 
11～20裙 
21～30裙 
31～40裙 

38 
104 
166 
200

改定案 
（円） 

47 
113 
175 
209

差額 
（円） 
9 
9 
9 
9
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一
　
般 

質
　
問 

江
幡
満
世
志 

一
　
般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫

 

令
和
4
年
4
月
か
ら
水

道
料
金
の
値
上
げ
が
計

画
さ
れ
て
い
る
が
公
平
な
改

定
案
と
は
思
え
な
い
。
 

　
少
な
い
使
用
量
の
家
庭
は

ど
れ
ほ
ど
負
担
が
増
え
る
の

か
。
 

 

口
径
13
ミ
リ
で

使
用
量
が
5
裙

の
場
合
は
46
・
4
%
、
10
裙

の
場
合
は
40
・
8
%
、
口
径

20
ミ
リ
で
使
用
量
が
5
裙
の

場
合
は
22
%
、
10
裙
の
場
合

は
22
・
3
%
、
1
か
月
あ
た

り
の
負
担
が
増
え
る
こ
と
に

な
る
。
 

低
所
得
者
を
対
象
に
し

た
軽
減
措
置
を
設
け
る

考
え
は
。
 

 

丹
羽
広
域
事
務

組
合
水
道
部
と

し
て
は
、
水
道
事
業
は
受
益

者
負
担
が
基
本
原
則
な
の
で

減
免
は
行
わ
な
い
と
し
て
い

る
。
 

　
福
祉
施
策
の
観
点
か
ら
低

所
得
者
の
方
の
水
道
料
金
を

減
免
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、

町
が
そ
の
分
を
補
て
ん
す
る

こ
と
に
な
る
が
、
現
在
の
と

こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。
 

問 

問 建
設
部
長 

建
設
部
長 

地
球
温
暖
化
防
止
対
策

の
一
環
、
あ
る
い
は
災

害
時
に
自
動
車
の
外
部
給
電

機
能
を
活
用
す
る
こ
と
で
、

在
宅
避
難
の
対
応
力
向
上
等

を
目
的
と
し
、
環
境
性
能
に

優
れ
た
次
世
代
自
動
車
の
普

及
・
促
進
に
向
け
、
個
人
・

法
人
へ
の
補
助
制
度
が
県
内

の
自
治
体
で
広
が
っ
て
い
る
。
 

　
本
町
で
の
「
車
両
（
E
V
・

P
H
V
・
F
C
V
等
）
」
な

ら
び
に
「
充
電
設
備
等
」
へ

の
補
助
制
度
等
、
次
世
代
自

動
車
の
普
及
・
促
進
に
向
け

た
補
助
等
の
考
え
は
。
 

 

国
の
補
助
制

度
が
あ
り
、

ま
た
、
い
ず
れ
の
補
助
制
度

も
広
域
的
な
普
及
促
進
が
求

め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
の

で
、
町
単
独
の
補
助
制
度
は

考
え
て
い
な
い
。
 

太
陽
光
発
電
・
蓄
電
池

設
備
の
更
な
る
普
及
拡

大
を
目
的
と
し
、
新
た
な
共

同
購
入
事
業
に
取
り
組
む
自

治
体
が
出
始
め
て
い
る
。
 

　
本
町
で
も
、
太
陽
光
発
電

等
に
限
ら
ず
、
様
々
な
分
野

で
本
町
版
の
共
同
購
入
事
業

は
検
討
で
き
な
い
か
。
 

 

電
気
は
近
隣
の

2
市
3
町
で
共

同
購
入
を
実
施
し
て
い
る
。
 

　
設
備
購
入
の
よ
う
に
企
業

と
共
に
取
り
組
む
も
の
は
ス

ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
得
ら
れ

る
県
や
大
規
模
な
市
で
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、

事
例
は
多
く
な
い
。
 

　
本
町
の
規
模
で
も
有
益
と

な
る
も
の
に
つ
い
て
、
今
後

研
究
し
て
い
き
た
い
。
 

問 

問 

ま
ち
づ
く
り
部
長 

総
務
部
長 

道
路
や
橋
の
工
事
等
が

頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
。

通
学
路
の
変
更
等
に
よ
る
子

ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
と
負

担
軽
減
、
そ
し
て
保
護
者
の

心
配
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
 

　
現
在
、
通
学
路
の
変
更
は

い
く
つ
の
地
域
で
行
わ
れ
て

い
る
の
か
。
 

 

現
在
は
、
合

瀬
川
に
架
か

る
八
幡
橋
の
架
け
替
え
工
事

に
よ
り
、
北
小
学
校
区
の
萩

島
地
区
、
二
ツ
屋
地
区
が
対

象
。
 

学
校
と
行
政
が
連
携
を

強
化
し
、
し
っ
か
り
し

た
対
応
を
と
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
が
、
現
状
は
ど
の

よ
う
か
。
 

 

現
状
で
も
建

設
部
局
と
は

連
携
し
て
対
応
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。
 

　
今
後
は
、
工
事
等
に
よ
る

通
学
路
の
変
更
を
検
討
す
る

際
は
、
少
し
早
め
に
学
校
や

保
護
者
に
丁
寧
に
伝
え
た
方

が
誤
解
の
よ
う
な
こ
と
が
生

じ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
と

い
う
話
を
建
設
部
局
と
も
し

て
い
る
。
 

　
今
回
の
質
問
を
き
っ
か
け

に
再
認
識
し
た
い
。
 

問 

問 生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

日
常
の
あ
り
方
が
大
き

く
変
化
す
る
今
こ
そ
、

各
自
治
体
は
持
続
的
な
ま
ち

の
発
展
に
向
け
「
誰
一
人
取

り
残
さ
な
い
社
会
」
を
目
指

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

　
本
町
に
お
い
て
も
電
動
車

等
の
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

普
及
や
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
の

実
現
を
前
提
に
「
ま
ち
づ
く

り
」
の
あ
り
方
を
描
き
、
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
 

　
県
内
他
市
町
と
の
比
較
に

お
い
て
、
本
町
の
「
住
宅
用

地
球
温
暖
化
対
策
設
置
費
補

助
金
」
の
対
象
・
補
助
額
等

は
必
要
十
分
か
。
 

 

愛
知
県
は
太

陽
光
発
電
設

備
、
蓄
電
池
、
H
E
M
S
の

一
体
的
導
入
を
対
象
と
し
て

い
る
た
め
、
本
町
の
補
助
対

象
も
県
に
併
せ
た
も
の
に
な

っ
て
い
る
。
 

　
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
取

組
み
を
推
進
す
る
こ
と
が
2
 

0
5
0
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ

ー
ト
ラ
ル
に
繋
が
る
の
で
、

需
要
や
動
向
を
見
極
め
な
が

ら
、
単
体
補
助
が
で
き
る
よ

う
に
検
討
し
た
い
。
 

問 

ま
ち
づ
く
り
部
長 学校と行政の連携は 

部長 建設部局と連携して対応している 

工事による通学路変更 

低
所
得
者
の
負
担
軽
減
を
 

部
長 

水
道
事
業
は
受
益
者
負
担
が
原
則 

水
道
料
金
改
定 

令和3年9月議会 
一般質問（岡議員） 

令和3年9月議会 
一般質問（江幡議員） 

基本料金 従量料金（1m3あたり） 
水道料金改定案の比較（1か月あたり・税抜き）一部抜粋 SDGsの17の目標　ゴールと自治体行政の果たし得る役割 

第2期大口町人口ビジョン・まち・ひと・しごと創生総合戦略 P36「第2部 総合戦略」　より抜粋 

HEMS 
Home Energy Management System 
家庭内で消費するエネルギーを「見える化」できる

システムのことをいいます。高機能なものは個々の電
化製品の消費電力を知ったり、その使用状況に応じて
自動的に電化製品を制御できます。 

普及促進への補助等は 
まちづくり部長 町単独では難しい 

次世代自動車 

口径 現行 
（円） 

13㎜ 
20㎜
25㎜ 
40㎜ 

380 
1,019 
1,657 
7,771

改定案 
（円） 

600 
1,240 
1,800 
8,200

差額 
（円） 
220 
221 
143 
429

区分 現行 
（円） 

1～10裙 
11～20裙 
21～30裙 
31～40裙 

38 
104 
166 
200

改定案 
（円） 

47 
113 
175 
209

差額 
（円） 
9 
9 
9 
9
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議
会
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よ
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再
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使
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ま

す
。

 

〒
480-0144 愛

知
県

丹
羽

郡
大

口
町

下
小

口
七

丁
目

155番
地

 
T

EL（
0587）95-1702（

直
通

）　
 FA

X
 95-1454

令和2年度決算 新型コロナ対策で大幅増 
一　般　質　問 

「下小口三丁目交差点　防犯カメラを」 
「GIGAスクール構想　プログラミング学習の取り組みは」 
「次世代自動車　普及促進への補助等は」　ほか 

2～3 
10～15 
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令和3年10月22日 
発行：愛知県大口町議会 

No.230
令和3年10月22日 

発行：愛知県大口町議会 

議会だより 議会だより 

～大口町に期待することは？～ 
　まちかどインタビューでは、毎号2人の住民の方から「大口町に期待すること」について一言を書
いていただき、その思い（または理由）を伺います。その内容については、住民の声として今後の議
会活動の参考にいたします。 

　子どもたちの登校と通勤ラッシュの時間帯が
重なって危険なので、子どもたちが交差点を安
全に渡れるように信号機を設置してほしいです。 

（Sさん　下小口地区） 

　子どもから高齢者まで全ての世代が参加しや
すく、災害時に自分の身を守れるような知識が
身につく防災訓練を開催してほしいです。 

（Sさん　河北地区） 

表紙の写真 

丹羽消防署の訓練の1コマ。 

住民の安心・安全を守るため、

様々な訓練に取り組まれて

いる姿を拝見させていただき、

心強く思いました。 

会議録が閲覧できます 
https://www.town.oguchi.lg.jp

/2741.htm

12月定例会予定 
11月30日（火） 提案説明 
12月 3日（金） 一般質問 
12月 6日（月） 一般質問 
12月 8日（水） 質疑 
12月 9日（木） 質疑・委員会付託 
12月13日（月） 総務建設常任委員会 
12月15日（水） 文教福祉常任委員会 
12月22日（水） 討論・採決 
※日程は、変更になる場合があります。 

発
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大口町議会 
ホームページ 
大口町議会 

ホームページ 

　新型コロナウイルス感染予防のため傍聴をご遠慮いただく可能性
があります。その際は、Youtubeの大口町議会公式チャンネルにて
生中継を行います（※町ホームページ⇒町議会⇒お知らせ）。 
　詳しくは議会事務局までお問い合わせください。 

12月定例会の傍聴について ※委員会を除く 

月
定

例
会
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